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 「日本の演劇」未来プロジェクト2025
「日本の演劇」未来プロジェクト2025は、我が国を代表する舞台芸術団体
と連携し、文化芸術産業の強靭化を目指し、より多くの人々に文化的体験
へのアクセスを提供することを目的としたプロジェクトとして、日本舞
台芸術ネットワーク（JPASN）に所属する団体の文化芸術活動に対して、
積極的な支援を行っています。また、文化芸術の重要性と魅力を積極的
に発信し、業界の認知度と社会的価値を高めることで、文化芸術の持つ
力をより広く社会に浸透させることを目指します。

2025年度は、公演事業・関連事業に加えて、文化的な地域格差の解消
と地域拠点形成に取り組むべく、地域拠点形成事業を展開しました。

業界最大規模の統括団体として成長した JPASN が、団体の規模や業種を
超えた連携を行うことで、舞台芸術の未来を見据えたさらなるネット
ワークの構築することを目指して進めてまいります。

公演事業  
・質の高い公演を全国 3 地域で実施し、舞台芸術の重要性や魅力を届ける
地域拠点形成事業  

・国内における文化的な地域格差を解消するべく地域拠点形成事業を展開
関連事業  

・事業の周知や、舞台芸術界の現状発信をおこなう「年次シンポジウム」を実施 
・次世代や新たな才能との出会いの場の提供を目的とする「舞台芸術おしごとナビ」を開催 
・事業報告と合わせ舞台芸術の「いま」を発信するコンテンツとして「みらいジャーナル」を発行 
・公演事業参加団体の繋がりを広げるため「MIRAI Project Letter」の定期配信 
・事業全体の一体感とアーカイブを目的とした「ポータルサイト」の運営

事業内容

事業概要

2025年4月1日～2026年1月31日
33作品／159公演
＜全国3地域＞
関東甲信越、近畿、九州沖縄
＜8都道府県＞　
埼玉県、東京都、長野県、新潟県、神奈川県、大阪府、兵庫県、福岡県
55,817名
石井光三オフィス、エイベックス・ライヴ・クリエイティヴ、エーシーオー沖縄、江原河畔劇場、
柿喰う客、キューブ、『狂人なおもて往生をとぐ』製作委員会、キョードーファクトリー、くちびる
の会、幻灯劇場、シーエイティプロデュース、新歌舞伎座、スーパーエキセントリックシアター、 
tokyo sisters（世田谷シルク）、ナッポスユナイテッド、ネリム、博多座、ヒューマンデザイン（音楽座）、
フジテレビジョン、マームとジプシー、MICHInoX、グッドフェローズ（燐光群）、Level19

事 業 期 間
公 演 数
上 演 地 域

動 員 数
公 演 団 体 
※ 五 十 音 順

本社所在地：東京都港区北青山 3-6-7 青山パラシオタワー 11 階
設立日：2021 年 9 月 16 日
趣意：2020 年 2 月 26 日の政府による突然の自粛要請を受け、相次いで中止・延期となった舞台公演に
よる損失の実態を把握すべく行った調査を契機に発足。ジャンルや団体規模を問わず、多種多様な舞台芸
術関係者が参加する形で活動を開始し、2021 年 9 月に法人化。現在では 260 を超える会員とともに、
舞台芸術団体が持続的かつ力強く発展していけるための情報プラットフォームとして活動している。舞台芸
術を取り巻くさまざまな課題に業界横断的に取り組み、その持続可能性と創造的発展を目指している。

主催： 一般社団法人 緊急事態舞台芸術ネットワーク
( 英文表記：Japan Performing Arts Solidarity Network ｜通称：日本舞台芸術ネットワーク｜略称：JPASN)

https://www.jpasn.net/
https://www.mirai-pjt. jp/

1



J PA S N    S O LT  /  U K  T H E AT R E

舞台芸術の
未来を
支えるものは何か
――英国と日本、業界ネットワークの対話から
舞台芸術業界の未来を考えたとき、業界を横断するネットワークはどのような基盤となり得るのだろうか。
本対談では、英国の舞台芸術業界の労使交渉からアワード運営までを司る Society of London Theatre（SOLT） / UK Theatre において、 
政策・リサーチ・アドボカシー委員会のパトリック・グレイシー委員長と、JPASN 代表理事の池田篤郎が対話を行った。
観客開発やチケッティング、制作費の高騰、労働環境、人材育成、さらには海外展開や IP の可能性まで──舞台芸術を取り巻く共通課題を 
手がかりに、業界ネットワークの意義を探っていく。

業界ネットワークが 
目指すこと
グレイシー　私が所属する SOLT（ロンドン演劇協
会）と UK Theatre は、プロデューサー、劇場主、
その他の演劇専門家のための、業界団体および会
員 組 織 で す。UK Theatre は 1894 年、SOLT は
1908 年設立で、現在は CEO とスタッフを共有しつ
つ、理事会はそれぞれ独立しています。SOLT は主
にロンドン、UK Theatre は全国を対象としていま
すが、活力があり持続可能な、世界水準の演劇セ
クターを実現するというビジョンは共通しています。
その実現に向け、三つの重点分野を掲げています。
第一がメンバーシップ（会員基盤）です。将来を見
据え、専門性と多様性を備えた会員が力を発揮で
きるネットワークづくりを重視し、三つの組合との労
使交渉をはじめ、法務、人事、財務、チケッティン

グなどを支援するほか、年間を通じてウェビナーや
フォーラムによる学びの機会も提供しています。
第二がオーディエンス（観客との関係強化）です。
OfficialLondonTheatre.com や TKTS ブース、英
国 の 劇 場 公 演 に 使 える 公 式 ギ フト 券 Theatre 
Tokens 等 を 通 じて 観 劇 の 入 口 を 広 げ る ほ か、
ニューイヤー・セールやキッズ・ウィークも実施し
ています。特にキッズ・ウィークは毎年 25 万枚以
上のチケットが販売されており、将来の観客育成に
もつながっています。さらに顕彰としての UK シア
ターアワードやローレンス・オリヴィエ賞の運営も、
私たちの重要な取り組みです。
第三が、アドボカシー（政府への働きかけ）です。
雇用改革や劇場税控除、舞台芸術助成の拡充につ
いて政府に働きかけており、劇場税控除は現在 2
億ポンドまで拡大しました。2024 年のウエストエン
ドは観客数 1710 万人、売上 10 億ポンド超と好調
ですが、チケット価格はインフレに追いつかず、コスト

高騰が課題です。とはいえ、ブロードウェイよりも
経済的にはよい状況にあると見ていまして、英国こ
そ、演劇を観ること・制作することの双方において
最高の場所であると自負しています。しかし、ロン
ドン以外の地方では回復に地域差があり、老朽化し
た劇場インフラや約 10 億ポンドの資金不足への対
応として、公共助成の回復、4 年間で 5 億ポンドの
投資、全ての子どもに観劇機会を提供する制度を
求めているところです。

【編集注：2026年1月22日、英国政府は芸術施設向けに4億

2,500万ポンドの資本助成を発表した】

池田　我々の日本舞台芸術ネットワークは 2020 年
の新型コロナウイルスの蔓延によりライブエンター
テインメントが深刻な打撃を受けたことを受け、劇
作家・演出家の野田秀樹さんを中心に、劇場や制
作団体が集まり、 業界がこの危機的状況を脱し、
再生することを目的とした団体です。当時の切迫し
た状況を反映して、最初は「緊急事態舞台芸術ネッ
トワーク」という名称で、250 を超える団体が結集
しました。現在はその名は正式名称に残し、通称と
して「日本舞台芸術ネットワーク」を用いています。
当初の活動の基本姿勢は、公演を可能な限り継続す
ることでした。感染者が出た場合には公演を中止す
るという対応を重ねながら、粘り強く政府と交渉を
続け、団体の規模と存在が認識されるにつれ、コロ
ナによる緊急助成から、舞台芸術を持続可能な文化
として残すための支援へと移行しています。ちなみに
現在は、日本でも観客動員は回復し、エンターテイ
ンメントへの関心は高まっている状態です。
我々が注力しているのは、次の三点です。まず第一
に観客動向。チケッティングも含め、観客をどう増
やし、観劇を動機づけていくかを考えています。
第二は労働環境の整備です。業界の働き方改革へ
の意識は高まっていますが、経済との両立が課題で
す。客席数もチケットの価格も大きくは動かせない
以上、期間を延ばすか制作費を抑えるしかありませ
ん。この厳しい条件の中でも、労働環境改善に努
めています。また、初日に向けて労働が集中し、開

幕後は平準化するという労働形態は政府にはなか
なか理解されにくく、交渉の難しさを感じていると
ころです。
第三は人材育成です。観客から未来のスタッフや
キャストが生まれるという循環を目指して、まずは
観客を増やし、スタッフやキャストの人材の種を蒔
いてゆくことを考えています。そこからどのように成
長させるかが課題で、スタッフの海外派遣などの試
みも行い始めています。

制作費の高騰がロンドンを
ベスト・プレイスに
池田　本日は、パトリック（グレイシー）さんに伺
いたいことがたくさんあるのですが、まず、ロンドン
が観客面でも制作面でもベスト・プレイスとおっしゃ
いましたが、私も確かにその通りだと感じています。
ブロードウェイの厳しい状況については耳にしてお
り、制作費だけをみれば、ロンドンを 1 とするとブ
ロードウェイはすでに 3 倍に達しているそうですね。
こうなると将来的には、ブロードウェイのプロダク
ションがオープニングをロンドンで行うケースがます
ます増えていくのではないかと想像します。それは
結果的にロンドンのコンテンツがさらに豊かになる
要因にもなり得ると思いますが、そのロンドンでさ
え、制作費の高騰には悩まれている。最大の要因は、
やはり人に関わるコストでしょうか。
グレイシー　現在のウエストエンドでは、作品の立
ち上 げに必 要 な初 期 費 用 はおおよそ 100 万 から
200 万ポンドで、週あたりのランニングコストにする
と 12 万から 20 万ポンドほどになります。ミュージ
カルの場合はさらに高く、初期費用は平均して 300
万から 1000 万ポンド、週のコストは約 35 万ポンド
です。ブロードウェイはこれと比べると、3 倍から 5
倍程度になると思います。コスト高騰の要因は複合
的ですが、コロナ以降で最も大きかったのは資材費
の上昇です。木材や鉄鋼といった素材に加え、特に

P
パ ト リ ッ ク

atrick G
グ レ イ シ ー

racey

SOLT／UK Theatre
政策・リサーチ・アドボカシー委員会 委員長
Patrick Gracey Productions 代表

池
い け だ

田 篤
あ つ お

郎

JPASN代表理事
東宝株式会社 専務執行役員
エンタテインメントユニット演劇本部長

登壇者

巻 頭 対 談

2 3



J PA S N    S O LT  /  U K  T H E AT R Eることで経済活動が活発になるプラスがあること。
そして海外からの直接投資の増加が期待できる、と
いう利点を伝えました。他国で制作が始まりそうな
作品を、英国で始められる可能性があるということ
を示したわけです。
また、 地 方の活 性 化につながる効 果 もあります。
チケット販売 1 ポンドに対し、観客の交通・宿泊・
レストラン等の出費が生じることで、その地方経済
圏に 1 ポンド 40 ペンスのプラスが期待できるという
計算が成り立ちました。これがコロナの期間に如実
に現れまして、英国のホスピタリティ協会が「劇場
があることで人が集まりお金を落としてくれる」とい
うことに気づいてくれたんです。
池田　 我々には、まだ TTR のような制度がありま
せん。コロナの期間に JPASN として助成の団体交
渉をし、ようやくその門戸が開かれたところですか
ら。ライブエンターテイメントの世界を、より推進し
ていく制度とそのための財源が、未だ確保されてな
いのが現実です。
グレイシー　よろしけれ ば、我々が作成した政府
への嘆願書やブリーフィングの資料を共有させてい
ただきますよ。
池田　ありがとうございます。ぜひお願いします。
もうひとつ伺いたいのは、学校教育における演劇の
ポジションについてです。英国政府は、弱まってい
た学校教育での演劇の存在を復活させて、強化す
る方向に転じたそうですね。日本ではこの点におい
てもプアな状態で、大変残念な状況です。英国では、
パトリックさん御自身の経験の中でも、幼少期から
教育の中で演劇の機会を与えられたことで得たもの
があったのではないでしょうか。そうしたパーソナル
な部分と、社会における演劇教育という少し大きな
世界の中での効用、二つの側面でお話を伺えない
でしょうか。
グレイシー　 実は私はオーストラリアで育ったので
すが、学校の授業に「演劇」という科目があること、
学校で必ず演劇を実践するスクール・プロダクショ
ンがあること、子どもを観劇に連れて行ってくれる
ような両親だったこと。これは、英国でも同じと言
えると思います。
おっしゃるように英国の現政権は、これまでの政権

英国ではエネルギー価格の急騰が強く影響しまし
た。また労働コストについても、病気や体調不良に
よる欠員を補うため、より多くのスタッフを確保しな
ければならない状況が増えています。中でも音響、
照明、衣裳の技術スタッフに関しては、コロナ期間
に映画・テレビ界に移ったまま戻ってきてくれていな
いという事情があり、喫緊の課題になっています。
材料費と人件費はどちらも大幅に上昇しています
が、現在では人件費の上昇率が材料費を上回る状
況となっています。
インフレ率を上回るスピードでコストが上昇している
という点は、世界共通の傾向だと思います。演劇
は他産業と比べても人に依存する割合が非常に高
く、デジタル化やテクノロジーによる効率化が進み
にくいし、客席数も増やせませんからね。
個人的な見解ですが、ブロードウェイのコストがこ
こまで膨らんだ背景には、劇場主とプロデューサー
の間での利害のズレもあったのではないかと思って
います。労働コストの上昇を劇場主が受け入れ、そ
の負担が最終的にプロデューサーに転嫁されても、
自分たちの問題ではない、という構造があったので
はないかと。一方英国では、劇場主とプロデュー
サーが同一である場合も多く、目指す方向が比較
的一致している面があります。
とはいえ、SOLT や UK Theatre としては、立場の違
いから生じるギャップを埋める役割も担っています。
池田　英国には、演劇制作を税制面から支援する
国の税制優遇措置 TTR（Theatre Tax Relief）が
ありますね。これを得るために皆さんがされた努力
について教えてください。まずその財源についてで
すが、国の文化予算が充てられているのでしょうか。
グレイシー　TTR は、政府の文化予算による助成
金とは全く関係ない別物とお考えください。これは
財務省から出ているもので、映画業界にすでにあっ
た税金控除を演劇界にも適用したものです。実は
当時の担当大臣がとても演劇好きだったことが幸い
したところがあるんですよ。
2014 年にこの税制優遇措置を獲得し、コロナ期間
に優遇率を上げることができましたが、背景にはそ
れまでの何年にもおよぶアドボカシーの蓄積があり
ました。この際に政府には、演劇業界が活発にな

がクリエイティブな教科を軽視してきたとの批判を
受けて、美術・音楽・演劇など創造的教科の位置
づけを再強化する方向に、15 年ぶりに政策を転換
しました。今後は、こうしたクリエイティビティをしっ
かり教育できる教師たちのトレーニングのための教
育資金や、クリエイティブのための予算を学校の方
に充てることがまだ必要だと考えています。
我々の所属メンバーは、 公立系・商業系ともに、
教育プログラムを数多く展開しています。一例とし
てロンドン・ナショナルシアターは、NT ライブでお
なじみの映像化した舞台作品を無料で学校に提供
したり、理解を深めるための教育資料を作成し配布
しています。もちろん、実際に生で舞台を観るとい
う体験に勝るものは ないので、 多くのプロデュー
サー団体が、無料もしくは割引価格でチケットを配
布する活動を行っています。

日本のIPは 
どこまで有効か
グレイシー　池田さんから、日本舞台芸術ネット
ワークは観客を通して未来のスタッフを育てようとし
ているというお話がありましたが、このように、ま
さに我々もそこに力を入れているわけです。子ども
の頃に演劇体験があると、劇場に行くことが自然に
なり、やがて自分もその世界に関わりたいという動
機につながっていきますからね。その入口の一つが、
クリスマスのパントマイムです。英国の地域劇場で
は年間売上の約 20％を占めるほどの規模で、子ど
もたちが最初に出会う演劇として大きな役割を果た
しています。これと並行して、マーケティング調査会
社と連携し、なぜ人々が劇場に行きたいと思うのか、
何に魅力を感じているのかを深掘りするリサーチも
進めています。

舞台『千と千尋の神隠し』ロンドン公演
©Johan Persson
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J PA S N    S O LT  /  U K  T H E AT R E私自身は、観客には大きく二つのタイプがあるとみ
ています。一つはシェイクスピアをはじめとする古
典劇などを楽しむ、いわゆる演劇愛好者。もう一つ
はミュージカルを含むエンターテイメントの観客です。
エンターテイメント層には、映画を原作にしたミュー
ジカルや、ホラー、スリラー、超常現象といったジャ
ンルに惹かれる人も含まれます。さらに近年は「シ
アター・エンターテイメント」と呼ばれる分野も広
がっており、イマーシブ・シアターや参加型の企画
が増えています。私もシークレット・シネマ（映画
の世界観に観客が没入するロンドン発の上映イベン
ト） のようなイマーシブ系作品に関 わっています。
ウエストエンドの劇場に限らず、こうしたより広いエ
ンターテイメント市場のことも競合として捉えています。
池田　その流れで、日本の IP（まんが・アニメな
どの原作コンテンツ）の海外展開について伺いたい
と思います。東宝製作の『千と千尋の神隠し』は、
ロンドン・コロシアムで 4 か月公演、30 万人動員
という成果を上げ、オリヴィエ賞にもノミネートされ
ました。ほかにも『デスノート』をはじめ、日本の
アニメやコミック原作作品が海外に進出しています
が、ロンドンでは日本の IP はどの程度の関心をもっ
て見られているのでしょうか。
グレイシー　『千と千尋の神隠し』の素晴らしい成
果をみても確かなように、IP は観客を惹き付ける
非常に強い要因になっています。本や映画、アーティ
ストをベースにした作品は、スターが出演する作品
以上の集客力を持つこともあります。頻繁に劇場に
来る人も、そうでない人も、IP に対する反応は共
通しているのです。ただし、すべての IP が成功する
わけではありません。『千と千尋～』や『となりのト
トロ』は大成功しましたが、可能性を見極めるには、
英国市場でのリサーチが不可欠です。最終的には、
舞台作品としての完成度が何より重要になります。
たとえば音楽系 IP では、エルヴィス・プレスリー、
ビートルズ、マイケル・ジャクソンなどの楽曲を使っ
た作品が並ぶ中で、『マンマ・ミーア！』が突出した
成功を収めました。ABBA 自体の人気以上に、ショー
としての完 成 度とエンターテイメント性 が決 定 的
だったということでしょう。
池田　おっしゃる通りだと思います。作品のポテン

シャルは演出、脚本をはじめスタッフ、キャストなど、
全ての要素が最高の状態であるときに、最大の成
果を表すものです。とはいえ『千と千尋～』や『ト
トロ』やマイケル・ジャクソンといったグローバルな
認知度を持つ IP の場合には、プロモーションする
前に入口が開かれている、という強力な利点があり
ます。この状況下で、IP を持たないオリジナル作品
は今後どうなっていくとお考えですか。
グレイシー　IP 中 心の流 れは 続くと思いますが、
オリジナルを創りたいという意欲も強く存在してい
ます。映画の話ですが（舞台化も決まっている）『グ
レイテスト・ショーマン』は製作に 7 年かかったも
のの、結果的に大成功しました。これはオリジナル
も成功し得る、という好例です。英国はブロードウェ
イに比べると制作コストが比較的低く、公的助成を
受けている劇場との連携もあるため、リスクを取り
やすい環境があるんです。

１＋１＝２ 
にはならない
池田　我々にとっては、ウエストエンドとブロード
ウェイはそれぞれ非常に特徴的な演劇の聖地なんで
すが、パトリックさんからはどう見えていますか。
グレイシー　ウエストエンドは劇場不足が課題です
が、ブロードウェイは逆に、失敗する作品が増えて
劇場に空きが出やすくなった分、劇場を取りやすい
環境があるかもしれません。ただ、コストは非常に
高い。もうひとつ違いを挙げると、ブロードウェイ
の方が、ウエストエンドより新しい作品に対して意
欲的で、チャレンジ精神があるということが言えま
す。だから今年度トニー賞を受賞した（韓国発の）『メ
イビー、ハッピーエンディング』のような作品が上
演できる。一方ウエストエンドの観客は、比較的とっ
つきやすくて、幅広く受けるエンターテイメントを求
める傾向があると思います。ブロードウェイで成功
した『ディア・エヴァン・ハンセン』や『ネクスト・トゥ・
ノーマル』などが思うようにいかなかったのは、そ
の証でしょう。ただ『SIX』のように、オリジナル作
品でうまくいったケースもありますよ。

【編集注：パトリック・グレイシー氏は、『SIX』のオリジナルプ

ロデューサーの一人】

池田　『SIX』は世界的大ヒットで、日本でも新しい
観客層を開拓し、日本キャストによるロンドン公演
まで実現する発展をみせました。この作品の成功の
原動力はどこにあったと思われますか。
グレイシー　簡単であり難しいところでもあります
が、基本はとにかく、人々が観たいと思うものを創
ることです。『SIX』は、とりわけ若い女性を惹き付
けた作品ですが、そこにターゲットを絞るだけでは
足りなかったはずです。若い女性を引き込むと同時
に、しっかりシアターゴーアーたちを捉えることが絶
対に重要。むしろシアターゴーアーに加えて、パイ
を大きくする、という考え方をすべきです。必ずしも「1 
+ 1 ＝ 2 にはならない」と思うんですよ。ブロードウェ
イで上演した『The K-Pop Musical』 は、残念な
がら K-POP ファンもミュージカルファンも捉えられ
ませんでしたから。
池田　確かに我々が作品創りをする際、あるジェネ

レーションやジェンダーを前提にすることは現実に
ありますから、いつものファンを大切にするという
今のお話にはとても大きな気づきがありました。逆
に「1 + 1 ＝ 2 にはならない」けれど、1 + 1 のそ
れぞれが 0.5 を付けてくれば、合計 3 になるとも言
えますよね。観た人が言葉を発して、多くの人々に
アピールしていくことで二乗倍に拡張していくという
のが、成功の秘訣だということですね。
本日は、とても素晴らしいお話を伺えました。国は
違っても、生の舞台をステージの上に載せるという
ところは共通していますし、そこに携わる人々の精
神的な背景も、とても似ているところがあると思い
ました。パトリックさんのお話はとても理解しやすく、
気持ちの上でも十二分に受け取ることができました。
どうもありがとうございました。
グレイシー　こちらこそ、お会いできて光栄に思っ
ております。これからもご質問あれば、何なりとお
尋ねください。次はぜひ、ロンドンでお目にかかり
ましょう。

対談日｜2025年11月25日　文｜伊達なつめ

▼JPASNが主催するSOIL事業の様子。日本の作品の国際展開を目的としている。
2025年夏には、エディンバラ及びロンドンで⽇本の舞台芸術作品を紹介するネットワーキングイベント「Japan Selection」を行った。
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「日本の演劇」未来プロジェクト2025 

公演事業

株式会社スーパーエキセントリック 
シアター

『カクエイはかく語りき』
2025年8月23日〜8月24日
新潟県／柏崎市文化会館アルフォーレマルチホール

関東・甲信越

一般社団法人江原河畔劇場
江原河畔劇場へ行こう！プロジェクト
河畔の時間 vol.4 キッズシアター day

『ちっちゃい姫とハカルン博士』 
『ちっちゃい姫とシャベルン博士』 
− 夏休み２本立て公演 −
2025年8月9日〜8月12日
兵庫県／江原河畔劇場

近 畿

株式会社キョードーファクトリー
『ポプラ社ファミリーコンサート』
2025年8月8日〜8月9日
東京都／シアター1010

関東・甲信越

一般社団法人江原河畔劇場
江原河畔劇場プロデュース
 『タジタジ道中膝栗毛』
2025年7月11日〜7月13日
兵庫県／江原河畔劇場

近 畿

株式会社ナッポスユナイテッド
演劇集団キャラメルボックス
劇団創立 40 周年記念公演①

『さよならノーチラス号』
『ナナメウシロのカムパネルラ』
2025年8月1日〜8月3日
大阪府／サンケイホールブリーゼ

近 畿

株式会社ヒューマンデザイン
音楽座ミュージカル

『リトルプリンス』
2025年7月20日
大阪府／梅田芸術劇場　シアター・ドラマシティ

近 畿

一般社団法人エーシーオー沖縄
『GROW ～大地と風といっしょに～』
2025年7月25日
福岡県／小郡市文化会館　小ホール

九 州

有限会社石井光三オフィス
『おとなのための朗読会　恋文』
2025年12月4日
新潟県／長岡リリックホール

関東・甲信越

合同会社マームとジプシー
マームとジプシー×川上未映子

『ウィステリアと三人の女たち』
2026年1月17日〜1月18日
神奈川県／象の鼻テラス

関東・甲信越

株式会社新歌舞伎座
『醉いどれ天使』
2025年12月5日〜12月14日
大阪府／新歌舞伎座

近 畿

一般社団法人江原河畔劇場
青年団　子ども参加型演劇

『サンタクロース会議』
『サンタクロース会議 アダルト編』
2025年12月12日〜12月14日
兵庫県／江原河畔劇場

近 畿

株式会社キューブ
『マイクロバスと安定』
2025年12月5日〜12月7日
兵庫県／兵庫県立芸術文化センター 阪急 中ホール

近 畿

MICHInoX
『熾掻〜トロイアの男たち 1868 〜』
2026年1月9日〜1月11日
福岡県／ぽんプラザホール
2026年1月16日〜1月19日
大阪府／インディペンデントシアター1st
2026年1月22日〜1月25日
東京都／シアター711

関東・甲信越近 畿九 州

一般社団法人 tokyo sisters
世田谷シルク『野火』
2025年6月20日〜6月22日
大阪府／聖天通劇場

近 畿

株式会社キョードーファクトリー
舞台『あの空はキミの中
〜 Play ball,never cry! 〜』
2025年4月4日〜4月7日
東京都／吉祥寺シアター

関東・甲信越

株式会社キョードーファクトリー
『きかんしゃトーマス
ファミリーミュージカル』
2025年4月20日
埼玉県／坂戸市文化会館ふれあ

関東・甲信越

エイベックス・ライヴ・クリエイティヴ 
株式会社

『シークレットライフ
- Secret Life of Humans -』
2025年4月18日〜4月20日
大阪府／梅田芸術劇場 シアター・ドラマシティ

近 畿

株式会社シーエイティプロデュース
ブロードウェイミュージカル

『A Year with Frog and Toad
〜がまくんとかえるくん』
2025年6月6日〜6月8日
大阪府／サンケイホールブリーゼ
2025年6月12日〜6月22日
東京都／サンシャイン劇場

関東・甲信越近 畿

株式会社博多座
ミュージカル

『屋根の上のヴァイオリン弾き』
2025年5月9日〜5月18日
福岡県／博多座

九 州

株式会社ネリム
東京夜間飛行

『My type OL 早乙女琴子の場合 』
2025年6月7日〜6月8日
福岡県／福岡アジア美術館あじびホール
2025年6月28日〜6月29日
大阪府／インディペンデントシアター1st

近 畿九 州

株式会社フジテレビジョン
音楽劇『くるみ割り人形外伝』
2025年8月23日〜8月31日
東京都／新国立劇場 小劇場

関東・甲信越

幻灯劇場
『Waltz for Daddy』
2025年10月23日〜10月26日
東京都／恵比寿・エコー劇場

関東・甲信越

くちびるの会
紙おしばい 

『こだぬききょうだいのおつかい』
2025年10月19日
長野県／犀の角

関東・甲信越

『狂人なおもて往生をとぐ』製作委員会
『狂人なおもて往生をとぐ』
2025年10月11日〜10月18日
東京都／IMM THEATER

関東・甲信越

有限会社グッドフェローズ
燐光群

『高知パルプ生コン事件』 大阪公演
2025年11月22日〜11月24日
大阪府／一心寺シアター倶楽

近 畿

合同会社 Level19
『証明』
2025年11月23日〜11月24日
新潟県／月潟稽古場
2025年12月26日〜12月27日
福岡県／塩原音楽・演劇練習場　大練習室

関東・甲信越 九 州

柿喰う客
柿喰う客新作本公演2025 『超音波』
2025年9月12日〜9月15日
神奈川県／かなっくホール

関東・甲信越

一般社団法人江原河畔劇場
青年団『S高原から』
2025年9月19日〜9月23日
兵庫県／江原河畔劇場

近 畿

※開幕順
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「日 本の演 劇」未 来プロ ジェクト  初 参 加 団 体  事 業 担 当 者 へ のインタビュー

一般社団法人tokyo sisters
一般社団法人 tokyo sisters は活動のひとつとして世田谷シルクを運営し、主に舞台作品を創作している。2008 年の旗揚

げ以降国内外での上演をおこない、近年は野外劇場、児童演劇、国際共同制作が主軸だ。 主宰の堀川炎氏は、脚本・演出・

構成・振付・音楽・舞台美術などを担っており、今回のインタビューではその取り組みから、様々な地域での作品上演に

ついてお話を伺った。

大阪公演での温かい反応
——世田谷シルクでは今年、2024 年に「SCOT サマー・
シーズン 2024」（富 山 県 利 賀 村） と「 豊 岡 演 劇 祭
2024」（兵庫県豊岡市）で上演した『野火』を大阪の
聖天通商店街にある小劇場「聖天通劇場」で再演しま
した。手応えはいかがでしたか？

実は劇団の主催事業として拠点である東京以外で
の公演を行なうのは十数年ぶりで本当に久しぶり
だったんです。今回は一人芝居ということで身軽に
持っていける作品だったのと、出演俳優の永井秀樹
さんが会場の聖天通劇場の支配人をされている縁
で大阪公演が実現しました。招聘していただいてそ
の場所に行くのと自分たちで公演を持っていくのと
ではやっぱり全然違うんですよね。今回の公演は本
当に手弁当感が強くて、自分たちで全てをやらなけ
ればならなかった分、現地のスタッフと密接に関わ
れたのはよかったです。
お客さんの反応も本当に温かくて、終わった後も「す
ごくよかった」といったことをその場で直接言ってく

れたのはうれしかったですね。どちらがいいという
ことではないですけど、それはやっぱり演劇の言わ
ば「玄人」みたいな観客が集まる利賀での反応と
は全然違いました。商店街にランチに来た親子がふ
らっと寄ってくださったり、地元の方々が前情報なし
に急にいらっしゃることも多くて、当日券もたくさん
出ました。そうやって劇場が地域に密着しているこ
とを感じられる機会は東京ではなかなかないので新
鮮でした。

『野火』という作品自体が好きだということで観に来
てくださった方もいらっしゃって、映画化もされてい
る原作小説の力を改めて感じる機会にもなりました。
利賀、豊岡、大阪と継続して上演してきたことで作
品をブラッシュアップすることができましたし、利賀
で観て豊岡でも観てというかたちで、作品を気に入っ
てくださった方がいたこともうれしかったです。

その土地の人とつながる
——主催公演に限らず、拠点以外の地域での公演の際
に心がけていることを教えてください。

まずはやはり現地とのつながりを大事にしています。
これまで奥能登や瀬戸内やアヴィニョン（フランス）
の芸術祭のほか、インドやスウェーデンでのツアー
などさまざまな場所で公演をおこなってきましたが、
現地に入ってすぐに上演するということではなく、早
めに現地入りしてあちこち行ってみたり、その土地
の人たちと交流をしてみたりするということですね。
その地域の人たちがどういう生活をして、どういう
考え方をしているかに触れる。現地の言葉や踊りな
どを教わることもあります。もちろんそこには広報
的 な 側 面 もあって、 現 地 の 写 真や日 々の 活 動 を
SNS で発信したりもするんですけど、そうやってそ
の土地とそこに住む人のことを知っていくことが作
品に大きく影響を与えるのではないかと思っている
んです。
そもそも公演する地域で必ずしも演劇が身近なもの
としてあるわけでもありません。お客さんのなかに
は演劇を初めて見る方もたくさんいますし、小さな
子どもからお年寄りまで様々な方がいらっしゃった
りもする。演劇を見に行くというよりは何か珍しい
ものを見に行くような感覚で来てくださる方も多い
ような印象があります。そういう方たちに見てもらえ
るということが東京とはまた違った場所でやること
の意義なのかなとも思っています。その土地の方に
敬意を持って上演するというのが大前提ですね。

演劇を開き続けること
——観客が演劇にアクセスしやすくするための工夫は
どのようにされているのでしょうか？

劇場ではなく、山の中や池や古民家といった公演の
ためではない場所で上演する場合も多いので、そう
いうときはそもそも会場にアクセスすること自体が

物理的に大変でもあるんですよね。会場までの道を
整備したり、場合によってはシャトルバスを手配した
り、夜だったら足元の明かりを用意したり。そうやっ
て観客の皆さんが気持ちよく会場まで来られるよう
な工夫は様々にしています。会場へのアクセスはも
ちろん野外での公演に限った話ではなくて、劇場で
の公演の場合は、たとえば車椅子の方のための段
差のないルートを確認して案内できるようにする、
といったバリアフリー対応をしています。
様々な方に作品を見ていただくための工夫という意
味では、託児サービスや英語字幕、英語台本の貸
し出しなどの対応もしています。予算の制約なども
あって、全ての公演で全ての対応を実施できている
わけではないのですけれど、可能な限り実施したい
と思ってやっています。

——英語字幕や英語台本の貸し出しについてはどれく
らいの方が利用されているんでしょうか？

そこは公演によってかなり差がありますね。自主公
演だと 1 回の公演で 2、3 人ということもありますし、
芸術祭だともう少し多い印象です。でも、ときには
本当にふらっと英語話者の方が来られることもある
んです。観客数では、たとえば利賀での上演だと

「SCOT サマー・シーズン」という国際共同制作や
国外からの観客が多い場という特性もあって、それ
なりの人数の英語話者の方がいらっしゃるのです
が、演劇祭の特性上行っていません。
こういうアクセシビリティ対応というのは、利用する
方が少ないからやらないということではなく、あま
り利用する方がいないときから積み上げていかない
と対応できるものではないと思うので、今後も継続
して実施していきたいです。

取材日｜2025年10月7日　取材・文｜山﨑健太

世田谷シルク『野火』
2025年6月20日～22日
大阪府／聖天通劇場

演出・創作・振付・俳優。日本劇作家協会所属。
劇団では「くすっと笑えるアート」をテーマに、ビジュアルアートを中心とした演技演出や創作舞踊を上演している。また、個人での演出では、
近年は福島や戦争を題材とした作品を手がけ、劇団とは異なるテーマで評価を得ている。一方、スウェーデンでの研修中にオペラの魅力を
知り、演劇活動の傍らオペラにも携わっている。世田谷区芸術アワード“飛翔”、舞台芸術部門賞、利賀演劇人コンクール、奨励賞、観客賞。

代表
世田谷シルク主宰

HONOO HORIKAWA
堀川炎
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撮影：二階堂 健

株式会社ヒューマンデザイン
株式会社ヒューマンデザインは、1987 年の音楽座ミュージカル設立以来、良質なオリジナルミュージカルの公演を全国で実施。

また、学校公演やワークショップ、企業研修なども幅広く展開し、コロナ禍でのオンラインプログラム公開など新たな取り組み

にも意欲的だ。同社の取締役でありチーフプロデューサーとして指揮を執る石川聖子氏に製作者としての想いを伺った。

子どもの反応に大人も呼応
――対象公演である音楽座ミュージカル『リトルプリ
ンス』は長く愛されている作品です。今回の客席の反
応など教えていただけますか。

大人のお客さまに加え、お子さんも多くご来場くださいま
した。『リトルプリンス』は原作が『星の王子さま』（サン
＝テグジュペリ作）ということもあり、哲学的なせりふな
ども多い作品ですが、今回はギャグを挟んだりして、あえ
て少し軽いタッチのバージョンを上演したんです。客席の
子どもたちはそれを受けてとても素直に反応し、元気に
笑ってくれました。すると、大人たちにも「このミュージ
カルは笑っていいんだ」との空気感が伝わり、非常にポ
ジティブな雰囲気のなか、公演を実施できたと思います。

――助成を受けていかがでしたか？

特に首都圏以外での公演には費用がかかりますから、
助成を受けたことにより経済面でとても助けられまし
た。ミュージカルはお金をかけようと思えば際限がない
分野なので、オリジナル作品を製作する際はどうしても

予算の壁にぶつかって、頭を悩ませながらいろいろなこ
とを削らざるを得なくなります。今回、助成していただ
いたことで、クリエイティブ面で可能になったことも増
え、とてもありがたいと感じました。

観客層を広げ育てていくこと
――ヒューマンデザインが運営する音楽座ミュージカ
ルは町田市に専用の稽古場と装置や衣裳の倉庫を保有
していますね。

正確にはグループ企業に賃貸料を支払って使用してい
るのですが、専用の稽古場や倉庫がないと、オリジナ
ルミュージカルの製作は立ち行かないと感じます。装置
や衣裳に加え、舞台の生演奏で使う楽器や照明機材な
ども大量に格納していますから。それらの維持に加え、
俳優たちが時間を気にせず稽古できる場所がつねにあ
る状況は、私たちにとって必須です。

――外部のディレクターが撮影した YouTube の動画
も話題になりました。これはやはり集客への効果を期
待してのことでしょうか。

音楽座ミュージカルを多くの方に知ってほしいとの想い
に加え、より多くの方に劇場にお運びいただきたいとの
願いもありました。集客って本当に大変で、これを楽に
クリアしている劇団や主催企業はほぼないと思います。
私たちの場 合、 専 業の営 業 職を置いていないため、 
広報や宣伝、営業活動も俳優たちが担うスタイルです。
そのため、集客につながる広報や宣伝の方法について
は今も模索している状況で、YouTube は新たなトライ
ということで撮影していただきました。すぐ結果が出る
ものではないと思いますが、音楽座ミュージカルファン
以外の方たちからもいろいろなコメントをいただいて、
中にいると気づかなかったことなどをあらためて認識し
ている次第です。

――地方創生プログラムとして市民ミュージカルなど
も実施されていますよね。

私たちが各地域に出向いて、ワークショップやアウトリー
チなどをおこないながら、音楽座ミュージカルの作品を
その土地の方たちに上演していただく「音楽座ドリーム
シアター」を実施しています。前回は 4、5 歳から 70
代の方まで 100 名以上の方にご参加いただきました。
小さいころからミュージカルなどの作品に触れている
と、舞台鑑賞がライフスタイルの一部になりますので、
この活動も新しいお客さまとの出会いのひとつだと考え
ています。

――チケット代についてはいかがでしょう。特にミュー
ジカル作品は製作費の関係で値上げ幅が大きくなって
いますが。

そこも頭の痛い問題ですよね。音楽座ミュージカルで
は、25 歳以下の方に向けて U-25 チケットを 1100 円
で販売する公演もあります。舞台が一部見えづらくなる
客席もあるのですが、映画より下の価格設定ですので、
若い方に多く観劇していただければと思っています。

興味がない世界に飛び込んだ
――石川さんがこの世界に入ったきっかけをうかがえま
すか。

私、まったく舞台業界に興味がなかったんです。秋田の
出身で、子どものころ、学校に巡回してきた演劇作品
を講堂で観たときも心に響かないどころか、自分は絶
対にこういう世界には携わらないと決めたくらい（笑）。
それで、理系の学校に進学して薬剤師として仕事をして
いたのですが、入社した会社のグループ内にヒューマン
デザインが設立され、前の代表の相川レイ子から「石
川さん、この世界はね、ミュージカルが好きで好きで仕
方がない人より、なにが面白いのかさっぱりわからない
くらいの人のほうがいいのよ」と背中を押されて配置転
換に応じました。

最初のころは本当に何が何だかまったくわからず、ロン
ドンに勉強しに行って、そこで開幕したばかりの『オペ
ラ座の怪人』や『レ・ミゼラブル』を観劇したんです、
80 年代でしたから。もう圧倒されてしまって、すぐ日本
に「無理です、あんなこと絶対にできません」と FAX
を送って帰国したのですが、相川から「今あるものでや
るしかないのよ」と活を入れられて創ったのが音楽座
ミュージカルの代表作のひとつとなった「シャボン玉と
んだ 宇宙（ソラ）までとんだ」です。

――どのような想いで、製作者としてのお仕事を続け
ていらっしゃるかお聞かせください。

まず、音楽座ミュージカルを存続させることです。言葉
にするのは簡単ですが、これが一番難しい。人生を賭け、
夢をもってこの世界に入ってきてくれた仲間たちとクオ
リティの高い作品を生み出していき、彼らの生活を安定
させていくことがなにより大事だと考えています。

取材日｜2025年10月17日　取材・文｜上村由紀子

音楽座ミュージカル『リトルプリンス』
2025年7月20日
大阪府／梅田芸術劇場 シアター・ドラマシティ

秋田県潟上市出身。秋田高校、東京薬科大学薬学部卒業。音楽座ミュージカル創設の1987年より現在までチーフプロデューサーとして参
加。初演の『シャボン玉とんだ宇宙（ソラ）までとんだ』から現在に至るまで音楽座ミュージカル全作品を担当する。

取締役
音楽座ミュージカル チーフプロデューサー

SEIKO ISHIKAWA
石川聖子
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これは本当に切実な問題で、『カクエイはかく語りき』
の公演を実施するにあたり、作成してもらった見積もり
を最初に確認したときは、たった 1 年で各経費がここま
で上昇したのかと、とても驚きました。資材費もですが、
人件費も少し前と比べ、びっくりするくらいの上げ幅に
なっていると思います。今回は各所と折衝を重ね、ある
程度までは下げていただいたのですが、それでも柏崎
公演に関しては赤字でした。お客さま視点ですと、主
催がチケット代を上げているように映るかもしれません
が、実際は、チケットの値上げ分は諸経費になります
ので、プロデューサーや製作側に（利益として）降りて
こないことがほとんどです。この状況が続けば、演劇を
幅広い層の方に観ていただくことが困難になるのでは
ないかと危惧しています。

――今後、製作者として挑戦したいことがありましたら
教えてください。

私が仕事をしています SET（劇団スーパー・エキセント
リック・シアター）は品川区に拠点があるのですが、そ
の関係で「5080 問題」（80 代の親が 50 代の子どもを
経済的・社会的に支えている状況）などについて品川
区の方たちとお話をする機会が増えました。自宅のご
み屋敷化や大人の引きこもりに加え、子どもたちの不
登校など深刻な事態も起きていると実感しています。そ
ういった状況があるなか、家から出ることが難しい人た
ちが一歩前に踏み出すためのツールとして演劇を使え
ないかと思い、今年から動くつもりです。まず、比較的
外に出ることのハードルが低い方を対象に劇場に来て
もらい、お芝居を観ていただいたり、シアターゲームで
他者と交流してもらうことで、ゼロがイチになるような
気もしています。これまで 26 年間、SET の公演すべて
に関わってきましたが、定年を迎え会社との関わり方も
変わった今、演劇を使った社会貢献を通し、この輪を
広げていければと考えています。

取材日｜2025年10月20日　取材・文｜上村由紀子

9 割超えのアンケート回収率
――観客の年齢層と反響なども教えてください。

田中角栄さんをモデルにしていることもあり、かなり高
齢の方が多いと予想していましたが、実際には 50 代か
ら 60 代くらいの方がたくさんご来場くださったと思いま
す。さらに、ご家族とご一緒の 10 代の方や 20 代のお
客さまもいらっしゃいましたし、柏崎市内だけでなく、
他の市町村や県外から来てくださった方が多くいたこと
もアンケートを拝見してわかりました。

反響で特に驚いたのがお客さまからのアンケート回収
率が 9 割を超えたことです。演劇公演のアンケート記入
に慣れていらっしゃらない方がほとんどだろうと、感想
を書く欄はひとつに絞り、チェックシート方式の用紙を
作成したのですが、多くの方がたくさん感想も書いてく
ださいました。その文面からもお客さまの熱量が伝わ
りましたし、終演後の哲さんに「角栄さんのことをお芝
居にしてくれてありがとう」と伝えている方もいて、こ
の作品に携わってよかった、と心から思いました。相当、
カロリーも使いましたが（笑）。

――今回の助成をどの部分で活用しましたか？

宣伝広報用のポスターを 70 枚、チラシを 7,500 枚作っ
た費用と、交通費や宿泊費が当初の予想よりかさんで
しまいましたので、その部分の補填で使わせていただき、
非常に助かりました。

チケット代高騰と将来の展望
――現在、演劇界共通の悩みと課題がチケット料金の
高騰だと思うのですが、製作者としての考えをお聞か
せいただけますか。

株式会社スーパーエキセントリックシアター
俳優・渡辺哲によるひとり芝居『カクエイはかく語りき』。2006 年の初演、2018 年の再演を経て、モデルである元首相・田中

角栄氏ゆかりの新潟県柏崎市にて 2 日間の上演を実施。長年にわたり株式会社スーパーエキセントリックシアターでの公演を

手がけ、本公演を取り仕切った鈴木庸子氏に、人口 7.5 万人の柏崎市での公演についてお話を伺った。

一桁しか売れなかったチケット
――対象公演『カクエイはかく語りき』はタイトル通り、
元首相の田中角栄氏をモデルとした渡辺哲さんのひと
り芝居です。角栄氏のお膝元、新潟県柏崎市での公演
はいかがでしたか？

とにかくお客さまがアツかったです。（渡辺）哲さんは
素晴らしい俳優ですが、たとえば人気アイドルのように
全国どこの劇場でもファンだけで満員にできるかという
とそれは難しく、この公演も券売面でかなり苦戦するの
では、と考えていました。実際、最初にチケットを売り
出したときは一桁の枚数しか売れず、このままでは興
行としての厳しさに加え、哲さんの気持ちがしぼんでし
まうのではないかと、製作者としてあせりのようなもの
もありました。

――そこからどう巻き返していったのでしょう。

とくに大きな支えとなったのが柏 崎 市 文 化 会 館アル

フォーレ担当者の方の熱意です。30 代くらいの方だと
思うのですが、公演会場を探すなかでお電話したときか
ら、非常にこの舞台に興味を持ちおもしろがってくれま
した。アルフォーレでは通常、音楽がメインで、演劇の
公演は久しぶりだったのですが、面白い企画なので会
館側でできるだけの協力をするという申し出をいただ
き、私たちのほうで助成を受け（資金面の）リスクも負
うということで、柏崎での公演が実施できる運びとなり
ました。

広報については、ターゲットとなる観客層から考えて
SNS などのデジタル系ではなく、地元のラジオに加え、
新聞、タウン誌などの紙媒体を中心に展開しました。ま
た、ポスターやチラシなども公演規模に比べると多めに
作ったと思います。アルフォーレの公演会場であるマルチ
ホールに舞台を組むと、客席は大体 70 席から 80 席程
度になりますが、一桁台の売り上げからスタートしたチ
ケットの販売数も次第に伸びていき、初日直前の段階で
満席に近い状態までもっていくこともできました。

『カクエイはかく語りき』
2025年8月23日～24日
新潟県／柏崎市文化会館アルフォーレマルチホール

1997年劇団スーパー・エキセントリック・シアターにアルバイトとして加入。その後劇団が株式会社を設立と同時に入社。以来劇団主催のす
べての公演に携わる。現在は、公演活動の他演劇を利用した社会貢献活動にも力を入れている。

制作

YOKO SUZUKI
鈴木庸子
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取材日｜2025年10月9日　取材・文｜河野桃子

株式会社ナッポスユナイテッド
2025 年は創立 40 周年をむかえる演劇集団キャラメルボックスの記念イベントと２本立てツアー公演を主催した株式会社

ナッポスユナイテッド。代表取締役の仲村和生氏は、長年キャラメルボックスのチーフプロデューサーを務め、2011 年に

起業した同社では様々なジャンルの舞台作品を企画・製作している。その仕事について、仲村氏にお話を伺った。

お客様との信頼関係を育てていく
――長年ホスピタリティあふれる舞台公演をされてい
ますが、どういうことを大切にしていますか？

スタンスは昔から変わらず、何よりも信頼関係を大切に
してきました。たとえば、目の見えない方や耳の聞こえ
ない方にも安心して楽しんでいただけるよう、できる限
り丁寧な対応を続けてきましたし、クレームのお電話を
いただいた際には、納得していただけるまで何時間も
お話を伺うこともありました。そうした一人ひとりのお
客様との関わりを、常に心がけてきたつもりです。

数年前、劇団が休止した際には、多くのお客様を深く
悲しませてしまいました。そのことがずっと胸に残って
いるので、いまはまず恩返しをしたいという気持ちが強
いです。私たちの仕事は、まだ形になっていない “これ
から生まれるもの” を先に買っていただいています。だ
からこそ、「仲村がやっているなら大丈夫」と思ってい
ただけるように心掛けています。

――劇団としての公演だけでなく、プロデュース公演
も幅広く手掛けていますが、それぞれの違いは？

劇団では、劇団員の意見を最大限尊重しながら作品づ
くりを進めていますが、プロデュース公演は性質が少し
異なります。自分で立ち上げる企画では、ミュージカル
の招聘をはじめ、コンテンポラリーダンスやノンバーバ
ル作品の創作、小説・映画・アニメを原作とした舞台
化など、興味を惹かれたものには迷わず挑戦してきま
した。その結果、同時に 16 本の企画を抱えてしまった
こともあるほどです（笑）。普段から観る作品のジャン
ルも幅広いのですが、常に「ここをこうすれば、新しい
表現が生まれるのでは」と考えてしまいます。

特に、映画やアニメなど異業種の方々と一緒に作品を
つくるのは、大きな魅力があります。そこで生まれる化
学反応がきっかけとなり、演劇を好きになってくれる人
が増えたら嬉しいですね。

地 域との つ な がりは、 人との 
つながり

――劇団公演をはじめ、様々な地域で公演をされてい
ますね。

そうですね。続けて通ううちに、その土地が “ホーム”

のように感じられる瞬間があります。神戸、大阪、福岡、
札幌、長野、新潟などがそうです。新潟は、りゅーと
ぴあの杮落としから参加させていただき、気づけばもう
27 年のお付き合いになります。

――今回、関西での公演が「日本の演劇」未来プロジェ
クトの対象公演でした。初めて本事業に参加されてい
かがでしたか？

劇団としては、もう 30 年以上関西で公演をしています
が、今回の取り組みを通して、また新しいつながりが生
まれたことがとても嬉しかったです。今後の展望につい
ても意見交換ができ、新しいスタッフの方とも接点がで
きました。対象団体が一堂に会したキックオフミーティ
ングも刺激的で、各団体の姿勢や取り組みを知る貴重
な機会になりました。

――様々な地域で公演をするにあたっては、地域の拠
点としてどういうものがあるとよいですか？

一番は “人のつながり” だと思います。現地での宣伝
や準備、地元の方の紹介など、私たちだけではまかな
えない部分を支えていただけると、本当に心強いです。
普段その土地で演劇に携わっている方にフォローしてい
ただけると、プロモーターだけでは整えきれない環境
が生まれます。また、私たちの公演を通じて地元団体
の活動を紹介するなど、こちらから還元できる形もある
と感じています。

そのためにも、地域のお客様と一緒に取り組める企画
があると面白いですね。観劇後に興味のある方を集め
て質問会や意見交換会を行ったり、地元の方に仕込み
や運営を手伝っていただいたりすることで、お互いに新
たな発見が生まれるのではないかと期待しています。

これからの変化に備えて
――これからの舞台プロデューサーにとって大事なこと
はなんだと考えますか？

“演劇をつくる力” ではないでしょうか。

かつてのプロデューサーは、力のある演出家や制作者
を呼んでくるか、あるいは資金力があれば成り立つ側
面がありました。私がプロデューサーになった頃は、お
金がなくても舞台はつくれましたし、経験も今ほど求め
られていませんでした。

しかし現在は、現場に入るためには経験が求められる
ことが増え、さらに俳優のキャスティングや話題作りな
ど、多様な能力が必要になっています。

とはいえ、そう遠くないうちに状況は大きく変わっていく
でしょう。いま、演出家やプロデューサーの世代交代が
急速に進んでいます。これからの時代、プロデューサー
には、どんな演出家とも協働しながら舞台をより面白く
していくための、「演劇を成立させる力」がいっそう強く
求められていくはずです。

また、演劇は利幅が薄く、採算分岐点が 8 割前後とい
う非常にリスクの高い世界です。これを 7 割、6 割へと
下げていくためにも、さまざまなセクションが意識して
取り組むことが必要だと思います。新たな観客の開拓、
チケット代の高騰、ハラスメント防止、働き方改革など
――演劇業界が抱える課題はすべてがこの点につな
がっていて、一つの改善が大きな影響を与えます。

だからこそ、業界全体で連携しながら未来を築いていく
視点が欠かせないと強く感じています。

(C) NAITO

演劇集団キャラメルボックス劇団創立40周年記念公演①『さよならノーチラス号』『ナナメウシロのカムパネルラ』
2025年8月1日〜8月3日
大阪府／サンケイホールブリーゼ

演劇プロデューサー　緊急事態舞台芸術ネットワーク理事
前職が麻薬取締官という異色の経歴。1998年キャラメルボックス・プロデューサーに就任。2011年ナッポス・ユナイテッド設立。
主な作品は、「猫と針」(作:恩田陸 演出:横内謙介)、「ショーシャンクの空に」(脚本:喜安浩平 演出:河原雅彦)、羽田空港主催「羽田劇場」(作:
瀨戸山美咲 演出:末満健一)、「斜面」(作・演出:小野寺修二) 、辻村深月シアター「かがみの孤城」、□字ック「剥愛」、「無伴奏ソナタ -The 
Musical-」、舞台「oasis」、「The Life of HOKUSAI」など。

代表取締役

KAZUO NAKAMURA
仲村和生
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「日 本の演 劇」未 来プロ ジェクト  初 参 加 団 体  事 業 担 当 者 へ のインタビュー

取材日｜2025年10月7日　取材・文｜上村由紀子

株式会社フジテレビジョン
放送事業に加え、演劇やミュージカルなどの舞台製作もおこなっている株式会社フジテレビジョン。従来は大劇場から中劇場規模

の作品を多く手がけてきた同社だが「KAAT キッズプログラム」として初演された『くるみ割り人形外伝』の再演版は、約 400 席

の新国立劇場小劇場が会場となった。担当プロデューサーの井上里桜氏に子ども（4 歳～）を対象とした作品製作について伺った。

撮影：Masayo

少人数だからこそできたこと
――今回の公演（再演）が実施された経緯を教えてください。

作・演出の根本宗子さんサイドから『くるみ割り人形外伝』

を再演のお話をいただき、弊社が主催に入って、KAAT（神

奈川芸術劇場）での初演版をブラッシュアップする形で再

演することとなりました。

――フジテレビ主催の舞台作品というと、大劇場から中

劇場での公演が多い印象もあります。プロデューサーと

して小劇場での作品を担当なさっていかがでしたか？

私自身、小劇場での作品を担当するのは初めての経験

だったのですが、それまで携わってきた大劇場のミュージ

カルとはいろいろなことが異なると感じました。大劇場作

品の場合、スタッフだけで 100 人規模になるものも多く、

プロデューサーとはいえ、カンパニー全員の名前と仕事

内容を完璧に把握した状態で千秋楽を迎えることは難し

いです。ですが今回は、少人数の座組だったため、作品

を良くするためのスタッフさんからのご意見などもしっか

り聞くことができましたし、現場が少し無理をすることで

なんとか進行できているような状況に対して、私たち製作

側からも予算を含めた細かい改善の提案などすることが

叶いました。

来場した子どもたちの反応
――お子さんの来場も多かったと思います。子どもたち

の反応などで印象に残っているものがあればぜひ。

ロビーに設置したクリスマスツリーに、お子さんが書いた

イラストやコメントをオーナメントのように飾ってもらう試

みも実施したのですが、それが大変好評で、子どもたち

が嬉しそうにしている姿が今でも胸に残っています。また、

物販コーナーで出演者でもあるチャラン・ポ・ランタンさ

んの小さなアコーディオンを販売したところ、終演後、小

さな女の子がすぐ封を開けて本当に楽しそうに弾いてくれ

たんです。彼女にとって、この日の観劇体験がずっと忘れ

られないものになるのだろうと感じ、本企画に関わってよ

かったと心から思いました。プロデューサーとしてこの作

品に参加できたことは、今後の自分のキャリアに多大な

影響を与える経験になったと思っています。

――開幕してからの運営で特に気を付けたのはどんな点

でしょう。

大人の観劇マナーとは少し違うモードで子どもたちに舞

台を楽しんで欲しいと考え、スタッフ間でその共通認識を

もって運営にあたりました。具体的には上演中のおしゃ

べりなどを強く禁止する方針ではなく、お子さんになるべ

く自由に作品を観てもらえるよう、劇場の案内係さんにも

その旨を事前にお伝えしました。万が一、アクシデントな

どがあったときは対応するつもりでしたが、特に大きな混

乱などはなく、笑い声の多い明るくにぎやかな客席だった

と思います。また、ブランケットや、身長 120 ㎝以下の

お客さまに座面を上げるクッションの貸し出しなどもおこ

ないました。

――公演の広報、宣伝活動などはどうしましたか？

事前に幼稚園や子どもの多い施設などでワークショップ

をおこない、公演のことを知ってもらえればベストだった

のですが、今回は準備期間が短かったこともあり、私自

身がチラシを持ってバレエ教室やミュージカル関係のス

クールなどに配って歩きました。この作品はどうしても多

くの方に観ていただきたいという想いが強く、自分の出身

校はもちろん、出演者やスタッフさんの出身校にまでチラ

シを持ってうかがったくらいです（笑）。

継続には強い想いが大切
――井上さんは入社後、舞台製作とは別の部署にいらっ

しゃったそうですね。

学生時代から演劇やミュージカルを多く観てきたこともあ

り、舞台の製作をしたくて現在の会社に入社したのですが、

最初に配属されたのが営業局で、そこでは CM 関連の業

務を担当していました。その後、異動になり、現在は 

イベント事業部で舞台製作などの業務にあたっています。

――プロデューサーとして、舞台芸術業界におけるご自

身の課題はどこにあると思われますか？

演劇やミュージカルなどの舞台芸術は非日常性も高いた

め、生活の中でスペシャルなイベントになることも理解し

ていますが、なんとかして観劇の敷居を下げたい、観客

のすそ野を広げていきたいと学生時代から考え、自分な

りに活動もしてきました。気軽に映画を観に行けるのと

同じく、舞台芸術が日常と地続きの場所にある状態にし

ていくためには、従来のファンを大切にすることと同時に、

より多くの方にまずその存在を知ってもらうことが必要だ

と考えています。

――舞台製作者としての活動を長く続けていくために必

要なことはなんでしょう。

まずは「この作品を多くの人に届けたい、観てほしい」

との強い想いだと感じます。会社に所属していますと、ど

うしてもビジネスとしての利益や予算などに縛られてしま

いがちですが、自分が担当する作品を愛していればそれ

がモチベーションとなって、この世界に長くかかわってい

けるのではないでしょうか。

――今後、井上さんがプロデュースしたい作品などあり

ましたら教えてください。

子どもも大人も楽しめる作品をまた作りたいです。観劇

人口のすそ野を広げる話とも重なりますが、その人が幼

少時になにを観たか、どんな体験をしたかということが、

その後のエンターテインメントとの接し方に影響を与える

と思っています。今回『くるみ割り人形外伝』を担当した

ことで、子どもたちに良質な作品を届けたいとの想いが

より強くなりました。

音楽劇『くるみ割り人形外伝』
2025年8月23日～31日
東京都／新国立劇場 小劇場

2022年、フジテレビに新卒入社。
入社1年目は営業局にてCM業務に従事。2年目よりイベント事業局へ異動し、ミュージカル作品のアシスタントプロデューサーとして制作・
運営に携わる。2025年からはプロデューサーとして企画業務を担当。これまでに携わった作品には「キャッチ・ミー・イフ・ユー・キャン

（2024）」「ウェイトレス（2025）」「ホリデイ・イン(2025)」などがある。

イベント事業局 イベント事業部
プロデューサー

RIO INOUE
井上里桜
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「日 本の演 劇」未 来プロ ジェクト  初 参 加 団 体  事 業 担 当 者 へ のインタビュー

取材日｜2025年10月28日　取材・文｜丘田ミイ子

幻灯劇場
2013 年末、高校の演劇科に在学する藤井颯太郎が旗揚げした幻灯劇場。京都を拠点としながら、関西と関東に住む専門性

が多様なメンバーにより大阪・兵庫・東京・韓国などで公演をおこなってきた。今回、俳優であり振付家・演出家・作家、

また幻灯劇場では制作フォローを担う中尾多福氏に、地域を超えてひとつのカンパニーとして創作することについて伺った。

拠点との認知差を埋めるために
――まず、中尾さんと幻灯劇場の出会いと劇団内での
セクションや役割を教えて下さい。

私は過去作のキャストオーディションと出演がきっかけ
で、2022 年 9 月に幻灯劇場に入団しました。主に俳
優として公演に出演をしているのですが、入団を機に制
作面のフォローも行うようになり、助成金申請や清算を
はじめとする劇団の運営にも携わるようになりました。
幻灯劇場には劇作家や映像作家、俳優やダンサーや写
真家など多様な表現者が集っており、それぞれの得意
分野を活かしつつ横断した役割を担っています。そのた
め、キャストや制作と並行して小道具など他のセクショ
ンに入るということもあります。

――みなさんが多様な視点で劇団や公演を見つめてい
らっしゃるのですね。拠点以外の場所で公演を行う上
で心がけたことはどんなことでしょうか？

『Waltz for Daddy』では拠点の京都と東京の二都市で
公演を行ったのですが、「認知の差」をどう埋めるかと
いうことについてはすごく考えさせられました。団体を
知ってくださっている観客の方が多く、比較的集客がし
やすかった京都に比べて、東京公演では直前まで苦戦
をしました。これといった解決策が見つかったわけでは
ないのですが、作・演出の藤井が開幕前に X で東京の
演劇好きの方に向けて発信した「もしデートをすっぽか
されたり、電車を一本逃したり、炊飯ボタンを押し忘れ
てしまったりしたら、恵比寿エコー劇場で上演している

『Waltz for Daddy』という芝居を観てみませんか？」
といった投稿には結構な反響があって……。SNS を運
用して、他地域に向けた劇団の情報や作家の言葉を発
信したり、東京でできた人との繋がりや広がりを活かし
たり、オンライン／オフライン両面でのアプローチを改
めて考えるきっかけにもなりました。東京での上演はそ
う頻繁にできるわけではないので、上演のシーズン以
外でも団体を忘れられないような発信、次回の展開を
期待してもらえるような PR が必要だと感じます。

拠点以外にも「足場」を作りた
い

――地域を横断したクリエーションの過程で感じたこ
とや気づきはありましたか？

メンバーが関西と関東に分かれて暮らしていることもあ
り、俳優も半分が入れ替わる形で稽古・上演を行いま
した。その上でイメージを引き継いだり、すり合わせた
りする「共有」には奮闘しましたね。先発の京都公演
組は原作の小説を演劇に立ち上げるところから参加を
しているのですが、東京公演から出演となったメンバー
はそのプロセスを踏まずに同じ風景を立ち上げなくては
ならなくて……。そしてそれはキャストだけでなく音響
や照明などにも言えることで、スタッフさんにもあの手
この手で尽力していただきましたし、東京のスタッフさ
んとの新たな出会いは幻灯劇場の今後にとってもかけ
がえのないものになりました。「今後東京で公演する時
には条件に合いそうな劇場を教えるから気軽に相談し
てね」と言ってもらえたことも嬉しかったですね。観客
の方も含めた新たな出会いや繋がり。それこそが拠点
以外の上演を通じて最も意義深く感じていることかもし
れないです。

――まさに地域を横断した繋がりですね。そうした演
劇のネットワークについて「こんな場や機会があった
らいいな」と感じていることはありますか？

東京で数ヶ月を過ごす中で私がまず驚いたのは、劇場
に置かれているチラシ束の分厚さ。短期間にこれだけ
の公演があることに改めてびっくりしましたし、ネットだ
けでは情報を拾い切れていないことも痛感しました。そ
の中から気になる公演をいくつか観に行ったのですが、
そこで幻 灯 劇 場のチラシを目にする機 会 は 少 なくて
……。それこそネットワークの問題だと思うのですが、

自分たちと親和性のありそうな団体や作品や劇場、そ
ことの繋がり方が正直まだわからないんですよね。関
西や他地域から出てきた団体が東京の劇団間にすでに
生まれている関係や交流の情報をキャッチしたり、ネッ
トワークやコミュニケーションにアクセスすることはまだ
まだ難しいと感じました。例えば同世代の劇団であると
か、そういった横のつながりが生まれる場があると有難
いですし、今回の公演を機に拠点外での足場づくりをよ
り意識したいと思いました。

西と東で“同時多発的公演”を！
――今後の劇団としてのビジョン、拠点以外の地域で
も上 演を行う劇 団として描いている展 望 はあります
か？

京都と東京の２都市で本公演を上演することの背景には
「出演したい人が全員出られるように」という劇団とし
ての意向もあり、それを達成できたことは劇団の成長と
しても非常に大きかったと感じています。同時に、今後
は劇団の特質を活かして、それぞれの地域に分かれて
フレキシブルに公演を行ってもいいのではないかなとも
考えていて……。例えば、ダンサーと音楽家によるミニ
マムな公演を京都でしてもいいし、それと同時期に東京
で別の公演をしてもいい。そんな風に同時多発的に地
域を横断して幻灯劇場が上演している状態が作れたら、
地域拠点の劇団モデルとしても面白い展開になるん
じゃないかなと思っています。作家が複数いることや、
ジャンルを横断した表現者が同じ団体に所属しているこ
と、そして何よりそんなメンバーが複数の地域に住んで
いること自体を「強み」と捉えて、今後も地域を横断
した演劇活動の新たな可能性を模索していきたいです。

撮影：おにまるさきほ

『Waltz for Daddy』
2025年10月23日～26日
東京都／恵比寿・エコー劇場

1998年生まれ、大阪府出身。クラシックバレエと落語に漬かりながら育ち、高校生から劇作や俳優として演劇に携わり始め、一人芝居『せか
いのはじめ』で 2017年大阪短編学生演劇祭最優秀賞、観客MVP役者賞、審査員MVP役者賞を受賞。2022年に幻灯劇場に入団。近年の主
な出演作品に幻灯劇場『鬱憤』『フィストダイバー』、劇団不労社『MUMBLE-モグモグ・モゴモゴ-』、泊まれる演劇『QUEEN’S MOTEL』など。

俳優・振付家・演出家・作家

TAFUKU NAKAO
中尾多福
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関西における
地域拠点形成の機運を記す

「日本の演劇」未来プロジェクト 2025 における重要指針として地域拠点形成が掲げられていました。そ

のひとつの成果とも言えるのが、JPASN 関西支部準備会の発足と、「舞台芸術おしごとナビ in 大阪・

OGIMACHI LINK ⇆」の実施です。

本企画では、JPASN 関西支部の立ち上げを牽引する中井秀範氏、「舞台芸術おしごとナビ in 大阪・

OGIMACHI LINK ⇆」の企画を進めるキャメロン瀬藤謙友氏、「日本の演劇」未来プロジェクト事務

局長の竹内桃子氏が一堂に会し、関西における地域拠点形成とは何か、形成することにより何を成し遂

げていきたいのかを語り合いました。

――「日本の演劇」未来プロジェクト 2025 が「地

域拠点形成」にどのように取り組んできたのか、

竹内さんからお話いただけますか？

竹内　「地域拠点形成」に関しては、「日本の演劇」

未来プロジェクト事務局内で考え続けてきました。

各地域ごとにまったく違う活動状況がある中で、

何をもって「地域拠点」と考えるべきかや、実際

にどのような課題があるかなど、各地で活動を続

ける団体にヒアリングさせていただきました。そう

した中で、「日本の演劇」未来プロジェクトの地域

拠点形成事業として扇町ミュージアムキューブさ

んと一緒にイベントを開催することが決まり、ま

た並行して JPASN 関西支部の機運が高まったこ

ととが、関西における地域拠点形成への大きな追

い風となっているという状況です。

――JPASN 理事の中井さんから、関西支部準備

会立ち上げの経緯についてお聞かせください。

中井　僕のわがままとノスタルジーから始まった

ようなものなんです。僕は 2025 年に音楽業界団

体の役職を退いて、東京から大阪に戻ってきまし

た。もう一度、40 数年前に僕が吉本興業に入っ

た頃のような「熱い大阪」を見たい。その一心な

んです。当時は扇町ミュージアムスクエアやオレン

ジルームがあって、劇団☆新感線をはじめとした

学生劇団や若手芸人が入り混じって、とてつもな

い熱量がありました。でも今の関西を見ると、文

化的な地盤沈下が止まらない。東京一極集中が進

みすぎて、このままでは、文化的な豊かさが失わ

れてしまうという危機感がありました。

音楽のプロモーター団体にはすでに「関西支部」が

あって、仲が悪かった時代を経て（笑）、今は一致

団結して関西を盛り上げようとしている。それを

見て「JPASN にもこれがあったらええな」と思っ

たんです。東京と同じことをしていても仕方ない。

関西は大阪、京都、神戸とそれぞれルーツもカラー

も違う。その多様性と豊かさが関西の面白さです。

それをもっと盛り上げたい、外に知らせたいという

思い、みんなで問題意識を共有して「やろうぜ」

という気運がほしくて、関西支部準備会を立ち上

げました。

――キャメロンさんは、今の関西、あるいは大阪

の舞台芸術業界にはどのような課題があると考え

ていますか？

キャメロン　私は 1998 年生まれで、扇町ミュー

ジアムスクエア（OMS）の恐竜看板を母の漕ぐ自

転車から見ていた記憶が、幼少期にこの辺りを地

元として過ごした原体験なんです（編集注：扇町

ミュージアムスクエアは 2003 年に閉館）。中井

さんのおっしゃる 80 ～ 90 年代の盛り上がりは、

僕らの世代からすると、正直なところ知らない世

界で、物心ついた時にはすでに全盛期の盛り上が

りは終わっていました。

いま、大阪の大きな課題として感じているのは「誰

がどこで何をしているのか」が俯瞰して見えない

ことです。東京なら「本多劇場に進出した」と言

えば、一つのステップアップとして分かりやすい。

でも大阪には、若手演劇人が目標にできるような、

象徴的な拠点となる施設が欠けています。

中井　ほんま、それやね。京都にはロームシアター

京都のような拠点があるけど、大阪には 500 席規

模のキャパの小屋がない。約 300 席の ABC ホー

ルから、次は一気に約 900 席の梅田芸術劇場シ

アター・ドラマシティへ飛んでしまう。その中間を

埋め、若手をインキュベートする場所をどう作るか。

キャメロン　例えば、兵庫県の AI・HALL（伊丹

市立演劇ホール）の「次世代応援企画 break a 

leg」やロームシアター京都の「ロームシアター京

都×京都芸術センター U35 創造支援プログラム 

“KIPPU”」のように、公立劇場が独自の育成事

業をしてくださっていますが、それだけでは枠に限

りがある。面白いことをやっている劇団はたくさん

あるのに、フックアップされる機会が少ないんで

す。こうした京都や兵庫の事例と比較したとき、

大阪の弱点がより浮き彫りになります。

中井　先日発売された『悲劇喜劇』の特集が「京

都特集」だったのを見て、大阪の演劇も、特集が

組まれるくらい頑張らないといけないと思いました。

「京都ブランド」に負けない「大阪らしさ」。

キャメロン　ロームシアター京都さんの制作講座

や、京都芸術センターの稽古場利用など、京都は

環境が整っています。大阪に欠けているのは、人

材育成の公的な拠点と、それを外に発信していく

プロモーションの強さです。また、この数年間、

大阪には賞レース以外のフェスティバルがほとんど

ない。意図を持ってプログラミングされたフェス

ティバルがあれば、活動が可視化され動員力も回

復するはずです。

中井　野田秀樹さんを中心にした IF（国際演劇祭）

構想がありますよね？東京で 3 年に一度の国際演

劇祭をやるならば、関西での国際演劇祭をその間

にやりたい。もちろん東京の追っかけではなく、

関西ならでは、大阪ならではの面白いことをやり

たいですね。

大阪の舞台芸術業界が抱える 
経済構造的な課題

中井　行政を当てにしないのが大阪の風土でした

が、今は民間だけで解決できる時代ではありませ

ん。 僕は、一公演にいくら補助するというよりも、

基盤整備にお金を使ってほしいと思っています。

稽古場を貸してほしい、劇場を作ってほしい。砂

に染み込んで消えてしまうお金ではなく、人を育

てる土壌に投資してほしいんです。

キャメロン　公演に対する助成はもちろんありが

たいのですが、赤字補填の助成が多く、次の活動

の投資にはつながりにくい。また、出演料や劇団

員への支払いが対象外になるなど、継続的な活動

を支える仕組みとしては難しい部分があります。 

大阪市内に公共的な拠点がないと、人材も育たず、

中
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「日本の演劇」未来プロジェクト
事務局長

登壇者

TALK SESSION TALK SESSION地 域 拠 点 形 成 事 業

22 23



優秀な人は大阪を出ていってしまいます。長期的

な視点で、人材育成や基盤整備に予算を割いてほ

しいですね。

竹内　地域拠点形成のヒアリングの中でも、関西に

おける人材育成の重要性の声は届いていました。専

門教育を受ける機会は増えているが、卒業後のつな

がりやキャリアを積む機会が得づらくなっていると

いう声や、関西で学んだり経験を積んでも有望な人

材が東京に行ってしまい、プランニングができる人が

少ない・東京からプランナーを呼んでいるという声が

ありました。

キャメロン　人材の流出は本当に深刻な問題です。

演出家やスタッフが、結局「仕事があるから」と

いう理由で東京へ行ってしまう。そうなると、関

西で公演があっても制作費やギャランティーは東

京へ流れていく。これは経済構造的な課題です。

大阪で、IR や万博により巨大な箱ができても、そ

こで上演されるコンテンツが外から持ってきたもの

ばかりでは、本当の意味で地域は潤いません。文

化芸術の「地産地消」というか、ここにいる人た

ちが作り、発表し、その収益がまた地域に還元さ

れるサイクルを作らなければならないんです。

竹内　関西発のコンテンツ制作にあたり、基盤設備

という観点から、劇場運営者への助成が少ないとい

う声も聞かれますね。

キャメロン　劇場側が企画をやる際、日程を劇場

側で確保すればその期間の貸出ができず、結果的

に機会損失になるのですが、その分の劇場費を予

算書に載せられないことが多い。民間の劇場が多

い大阪では、経営的なリスクが大きすぎます。

中井　税制優遇や、年間を通じた補助など、演劇

人をインキュベートするための基盤形成に力を入

れてもらえるよう、JPASN 関西支部として行政

としっかり向き合って話をしていきます。

2025 年、扇町から始まる 
新しい流れ

――「舞台芸術おしごとナビ in 大阪・OGIMACHI 

LINK ⇆」は、まさにその人材育成と、個々で取

り組みを続けているネットワークをつなぐ試みで

すね。多数のイベントが開催されますが、その意

図や方向性を教えていただけますか？

キャメロン　私がメインで、各プログラムへの登

壇者を調整しているのですが、今回は JPASN だ

けでなく、DIVE（大阪現代舞台芸術協会）や京

都舞台芸術協会、演出者協会、劇作家協会など、

複数のネットワークに声をかけることを意識しまし

た。特定の誰かを呼ぶのではなく、既存のネット

ワーク同士が同じテーブルにつくことで、参加者

が別のつながりを見つけられる場にしたかった。 

世代も 20 代からベテランまで幅広く、演劇評論

家の西堂行人さんや九鬼葉子さんなど、長年シーン

を見てこられた方々にも入っていただいています。

新しい広がりが生まれることを期待しています。

中井　JPASN 関西支部構想キックオフミーティ

ングでは僕らベテラン世代のノスタルジー自慢で

はなく、若い人が機会を作るために、昔の手法や

発想を共有できればいいと思っています。また、 

関西支部のすべきこととして、場作り、人の支援、

資金調達ということを共有します。

竹内　事務局主導のプログラムである「舞台芸術

おしごとナビ」の会社説明会には、関西を拠点と

されている企業の方はもちろん、東京からの人事

担当者にも来ていただきます。ラウンドテーブル

では、対面で、直接話す機会も設けています。

キャメロン　特に若手演劇人にとっては、東京の

企業が大阪に来てくれること自体に大きな意義が

あります。東京へ話を聞きに行く心理的・経済的

な障壁を下げ、「仕事として」舞台に関われること

を知ってもらえたらと思います。

1981 年吉本興業に入社。ダウンタウン
等のマネージャー、テレビ番組・映画・
舞台のプロデュースも担当。2002 年
KDDI との合弁によるインターネット事
業 会 社・ フ ァ ン ダ ン ゴ 代 表 取 締 役、
2006 年には吉本興業 制作営業統括本
部 執行役員権利開発センター長、その
後ライツ、デジタル、アジア事業等を歴
任し、2015 年に吉本興業を退社し、日
本音楽事業者協会専務理事、2025 年同
協会顧問、日本舞台芸術ネットワーク理
事就任。iU 情報経営イノベーション専門
職大学超客員教授、関西大学非常勤講師。
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1998 年、大阪生まれ大阪育ち。高校演
劇を経て、神戸大学演劇研究会はちの巣
座に所属しながら小劇場を中心に舞台監
督・演出助手・ドラマトゥルクとして活動。
また、プロデューサーとして複数の公演 /
WS の企画・運営を行う。2024 年より“関
西舞台芸術シーンの再興 / 再考”を軸とし
た運動体「西陽〈ニシビ〉」プロジェクト
メンバー。2022 年より株式会社シアター
ワークショップに入社、準備室業務を経て
扇町ミュージアムキューブスタッフに。
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Booster ／匿名劇壇 所属
1993 年生まれ・大分県出身。1 児の母。
近畿大学文芸学部舞台芸術専攻進学を機
に大阪へ。2016 年の卒業後、匿名劇壇
に制作スタッフとして入団。大阪を拠点
とし、小劇場演劇・関西を中心に舞台制
作として活動。2020 年より Booster
に所属、2021 年～「日本の演劇」未来
プロジェクトの公演事業証憑処理チームと
して本プロジェクトへ携わる。2023 年
からは事務局にも在籍し、2025 年事務
局長に就任。

JPASN理事／
株式会社ワタナベエンターテインメント顧問

株式会社シアターワークショップ
扇町ミュージアムキューブ

「日本の演劇」未来プロジェクト
事務局長

TALK SESSION

登壇者プロフィール

――最後に、一言ずつお願いします。

竹内　私は未来プロジェクトの事務局でありつつ、

関西の劇団の制作者でもあります。今日のお二人

の話を聞いて、支部こそが地域拠点になるのだと

いう形が見えてきた気がします。

中井　僕はね、劇場に来ると体調が良くなるくら

い劇場が好きなんです（笑）。AI 時代だからこそ、

肉体のぶつかり合いである舞台芸術が見直される

はず。そのためにも、関西の底上げをやっていき

たいですね。

キャメロン　僕も一人の力には限界を感じていま

すが、今、大きな流れの中で何かが動き出してい

る予感があります。この流れを絶やさず、関西を

盛り上げていきたいです。

TALK SESSION

左から順に中井氏、キャメロン氏、竹内氏

取材日｜2025年12月22日
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舞台芸術おしごとナビ in 大阪・　　　OGIMACHI LINK ⇆
関西を中心に舞台芸術に携わる多様な人々が集い、学び、
語り合うための特別企画。
舞台芸術のこれまでとこれからを見つけ、新たなキャリアの
キッカケともなる 3 日間となるよう企画が立てられました。

【会社説明会】
舞台芸術おしごとナビ

【テーブルワーク】
演劇と鑑賞サポートのこれからを考える

【ラウンドテーブル】
篇西風／関西の若手演劇人の現在地

 
【ラウンドテーブル】 
どうする？関西の次世代舞台人育成
登壇者：相内唯史、ののあざみ、橋本匡市、山岡由佳

【トーク】関西演劇を広め、広げたい  
― 関西えんげき大賞／ネクストドア賞から考える
登壇者：九鬼葉子、小沢佑太、中村ケンシ

DAY1 2025/12 /27

 
【朝の交流】コーヒーモーニング 

【講座】ハラスメント対策・対応講座 
みんなで読む、ハラスメント防止ガイドブック
講師：片山知音
ファシリテーター：坂本もも

【ラウンドテーブル】カフェ世界演劇  
～アングラも集団創作！？演劇を続けるための集団性～
登壇者：西堂行人、笠井友仁

【トーク】関西の舞台芸術のこれまでとこれから 
＜大阪現代舞台芸術協会・DIVE ×京都舞台芸術協会＞
登壇者：岩崎正裕、泉宗良、和田ながら、中村彩乃、宮崎優也

【ワークショップ】金井大道具・WS 
「パネルのミニチュアをつくろう！」 

【同時開催】大阪アーツカウンシル 
出張オープンオフィス in 扇町ミュージアムキューブ 

【会社説明会】舞台芸術おしごとナビ
事業者：梅田芸術劇場、金井大道具、東京芸術劇場

【ラウンドテーブル】 
教えて！あなたの地域の演劇事情
登壇者：加藤奈紬、菅本千尋 、平松隆之

【団体紹介】 
JPASN（日本舞台芸術ネットワーク）とは？
登壇者：⾼萩宏、鈴⽊拓

【トーク】JPASN 関西支部構想キックオフトーク
登壇者：松原利巳、村田元、黒川博章、沢大洋、藤井颯太郎、 
キャメロン瀬藤謙友
進行：中井秀範
進行補助：薮内知利

DAY2 2025/12 /28

 
【朝の交流】コーヒーモーニング

【ワークショップ】演出者協会 WS
登壇者：古川剛充、笠井友仁

【テーブルワーク】 
演劇と鑑賞サポートのこれからを考える
登壇者：久保拓哉、上村光代、千倉多佳子

【ワークショップ】金井大道具・WS 
「パネルのミニチュアをつくろう！」 

【会社説明会】舞台芸術おしごとナビ
事業者：ネルケプランニング、シアターワークショップ、ピーエー
シーウエスト、Booster

【ワークショップ】 
DIVE ×メイシアター 40 周年記念事業

『11998844』演劇ワークショップ
登壇者：泉宗良

 
【トーク】豊岡演劇祭の裏側
登壇者：加藤奈紬、武吉浩二、三坂恵美

【ラウンドテーブル】 
関西における舞台芸術の国際交流
登壇者：古川剛充、和田ながら

【トーク】赤裸 ！々劇作家トーク
登壇者：神田真直、村上慎太郎

【ラウンドテーブル】 
篇西風／関西の若手演劇人の現在地
登壇者：西陽＜ニシビ＞ /Nishibi

【トーク】 
地域を越えた劇場とフェスティバルの協働 
ロームシアター京都×豊岡演劇祭×劇団不労社
登壇者：小倉由佳子、松岡大貴、西田悠哉

【ラウンドテーブル】 
いまの声から、これからをひらく
―自由参加型クロージングセッション―

DAY3 2025/12 /29

【団体紹介】
JPASN（日本舞台芸術ネットワーク）とは？

【ワークショップ】金井大道具・WS
「パネルのミニチュアをつくろう！」

【講座】ハラスメント対策・対応講座
みんなで読む、ハラスメント防止ガイドブック

【トーク】JPASN関西支部構想キックオフトーク

地 域 拠 点 形 成 事 業

概 要

2025 年 12 月 27 日（土）〜 29 日（月）
扇町ミュージアムキューブ
無料
扇町ミュージアムキューブ
イープラス｜ぴあ｜ローソンチケット
一般社団法人緊急事態舞台芸術ネットワーク
467 名

日 時
会 場
入 場 料
共 催
協 賛
主 催
来場者数

JPASN関西支部構想キックオフトーク後のネットワーキングイベント
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Performing
Arts
Base
2025

Performing Arts Base 2025Performing Arts Base 2025

舞台芸術業界の演⽬や俳優、パフォーマーといった表舞台から演出や制作 
などを担う舞台裏まで、舞台芸術に係るあらゆる領域を横断し、つながり、 
体験できる⽇本最⼤級となる舞台芸術の総合イベント「Performing Arts 
Base 2025」を東京国際フォーラムで開催しました。
東京国際フォーラムの地上広場を中⼼に、2025 年 10 ⽉ 2 ⽇ ( ⽊ ) の前夜祭
ののち、10 ⽉ 3 ⽇ ( ⾦ ) 〜 5 ⽇ ( ⽇ ) の３⽇間開催。⼈気演⽬の短編野外公演・
パフォーマンス、舞台芸術のおしごと体験、トークセッション・シンポジウムなど、
多彩で様々な視点から楽しめる 20 を超えるコンテンツをおこないました。

※本イベントは、東京を国際的な舞台芸術の拠点とすることを⽬指す都市型の芸術祭「東京舞台
芸術祭 2025」のメインプログラムのひとつ。どなたでも無料で観覧・参加でき、誰もが舞台芸
術を楽しめ、より⾝近に感じる環境づくりを目指すものです。

舞台芸術は⼈類の歴史とともに育まれてきた⽂化的財産であり、エンターテインメントとして長く愛されてきた分野です。
しかし、舞台芸術に触れたことのない⽅はまだ多く存在します。さらに、観客が直接⽬にする「表舞台」だけでなく、演出・
舞台美術・照明・⾳響・制作といった作品を⽀える多くの専⾨的な役割がある「舞台裏」に触れられる機会も多くはあり
ません。

「Performing Arts Base 2025」は、どなたでも無料で参加できる⽇本最⼤級の舞台芸術総合イベントとして初開催され
ました。本イベントでは、さまざまな人が行き交う国際フォーラム地上スペースでの多彩な演⽬の観覧のほか、舞台芸術
に関わる多様な仕事に触れることができます。また、業界内での学びや意見交換、キャリア相談も開催し、多角的な方向
から舞台芸術を届ける場として開催しました。

2025 年 10 月 2 日（木曜日）16 時 00 分〜 17 時 00 分（前夜祭）
※ 13 時 00 分からラウンジにて一部プログラムを先行実施
2025 年 10 月 3 日（金曜日）13 時 00 分〜 18 時 00 分
2025 年 10 月 4 日（土曜日）11 時 00 分〜 18 時 00 分
2025 年 10 月 5 日（日曜日）11 時 00 分〜 18 時 00 分
東京国際フォーラム

【地上広場】
・「東京舞台芸術祭 2025」に参加している団体を中心に 17 のパフォーマンスやトークの上演
・インフォメーションブースを併設し、来場者に向けた東京舞台芸術祭参加作品の情報提供や参加団体のグッズ販売

【ガラス棟 7 階ラウンジ・701 会議室】
・舞台芸術おしごとナビのリアルイベント
・SOIL事業の報告会
・子どもも参加できる舞台美術のものづくり体験ワークショップ
・芸術文化の担い手を支援する出張相談
・都内で実施されている複数の地域演劇祭の代表者たちによるトークセッション
・舞台芸術の名作を上映するデジタルシアター
無料
東京舞台芸術祭実行委員会（東京都、東京芸術劇場（公益財団法人東京都歴史文化財団））
一般社団法人緊急事態舞台芸術ネットワーク

概 要

演劇、ダンス、現代サーカスなどさまざまなジャンルから
17 組が参加。地上広場の４箇所で、それぞれが工夫を凝
らしたパフォーマンスを披露しました。

＜参加団体＞
・梅田芸術劇場・東宝・AMUSE CREATIVE STUDIO
  【トークショー】

・カンパニーデラシネラ【演劇／無言劇】
・CAT-A-TAC【ダンス】
・劇団BDP【演劇／ミュージカル】
・オフィス鹿【演劇／トークショー】
・幻灯劇場【フィジカルシアター】
・こまつ座【トークショー】
・ネルケプランニング【演劇／ダンス／2.5次元ミュージカル】
・サブリミット【大道芸／現代サーカス】
・森崇彰【大道芸／現代サーカス】
・舞台『ハリー・ポッターと呪いの子』TEAM
  【演劇／ダンス／トークショー】

・MICHInoX【演劇／ダンス】
・目黒陽介withイーガル【大道芸／現代サーカス】
・ゼロコ【フィジカルコメディ】
・ロロ【演劇】
・エンニュイ【演劇】
・Onpuma【演劇／音楽劇】

建物内では、ワークショップや相談窓口、シンポジウムや
映像上映など、国内外の伝統や最先端の舞台芸術に触れ
る機会を創出しました。
来場対象者は、観客から舞台芸術の専門家まで。幅広い
層に向けたイベントのため、さまざまな距離感で舞台芸術
に関わる人たちに向けた企画が並びます。大道具ワーク
ショップでのキーホルダーづくりや舞台映像上映には、子
どもや海外からの旅行者など、年齢問わず飛び入り参加
者が訪れることも。舞台関係の会社説明＆相談会では 8
社がブースを構え、舞台芸術業界を志す若い層を中心に
じっくりと話し込んでいました。主に業界関係者を対象と
した芸術分野の相談窓口「アートノト」や舞台映像収録の
技術的なセミナーもおこなわれ、業界を取り巻く縮図のよ
うな場でもありました。
また、シンポジウムでは、国際展開や国内フェスティバルに
ついてトークセッションを実施し、規模やジャンルを超えて
JPASN の会員同士での意見交換がおこなわれたことも、
本イベントの開催の意義と言えます。

観客から関係者まで、
多彩な室内コンテンツ

地上広場にて入り乱れる
17パフォーマンス

連 携 イ ベ ン ト

日 時

会 場

入 場 料
主 催
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10 月 2 日 の 前 夜 祭 で は、
JPASN が 主 催する国 際 展
開である「SOIL 事業」より、
2025 年夏にエディンバラ及
びロンドンで初 開 催した、
⽇本の舞台芸術作品を紹介
するネットワーキングイベン
ト「Japan Selection」の 報

告会と派遣者を交えたトークセッションを実施。大成功といえるその成果
と取り組みを共有し、これから日本の舞台芸術が国際展開をおこなってい
くうえでの確実な一歩を分かち合いました。

また、赤坂、池袋など東京
各地の演劇祭の代表者によ
る「東京都内演劇祭ネット
ワークトークセッション」を
実施。演劇祭の成り立ちや、
今向き合っている課題など
を共有し、フェスティバルと
いう形での舞台芸術につい

て意見を共有しました。

上演は各 20 分。短編作品を上演する団体もあれば、
創作秘話や稽古場エピソードについてのトーク
ショー、作品の歌唱シーンのパフォーマンスなど、
多彩でユニークな演⽬で賑わいます。近くのテラス
席で食事をしている人が笑顔で様子を伺っていたり、
通りがかった人が足を止めいつしか人だかりができ
たりと、舞台芸術との予期せぬ出会いを楽しんだ方
も。途中雨にも見舞われましたが、終演後には歓
声や大きな拍手に包まれる場面もあり、有楽町に彩
り溢れた 3 日間となりました。

⽊材を使って、舞台装置でよく使われる「平台」のミニチュア版キーホ
ルダーや、「パネル」を模したスタンドを制作。創業 140 年の金井大
道具より、能、ミュージカル、演劇などをそれぞれ専門とする社員にとっ
ても、自分たちの仕事を人前で説明する貴重な機会でした。

制作会社、財団、劇団など 8 社による会社説明会では、訪れた人た
ちが真剣に耳を傾けます。さらに個別のブースでも団体の担当者と対
面でじっくりと話し、なごやかながらも真剣な空気が漂っていました。
隣の「アートノト出張相談」ブースでも、芸術⽂化の知識や経験をも
つ相談員が、舞台芸術に関するさまざまな悩みに向き合い、働きやす
い業界を目指す場となっています。

舞台芸術のデジタルアーカイブ化をおこなう EPAD では、セミナーと映
像上映をおこないました。
セミナー「高品質収録のための技術共有会」では、小規模団体向けや
8K に興味がある人に向けたトークのほか、映像制作者によるシンポジ
ウムを実施。実例をもとに、カメラ設置、音声の拾い方、編集の工夫
など、舞台映像を収録ための技術までを共有しました。
映像上映では、定点カメラによる映像 6 作品の冒頭部分の試写と質疑
応答のほか、複数カメラによる舞台上映としてホリプロ『未来少年コナ
ン』と二兎社『ザ・空気 ver.3 そして彼は去った ･･･』を上映。最後に
は感想会もおこないました。

舞台芸術おしごとナビ⼤道具のお仕事体験ワークショップ

EPAD - 舞台芸術アーカイブ＋デジタルシアターシンポジウム

Performing Arts Base 2025Performance
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進　行：	 福井健策（JPASN 常任理事 / 骨董通り法律事務所 for the Arts 代表）

登壇者：	 坂本もも（合同会社範宙遊泳代表・プロデューサー / ロロ制作）

	 高本彩恵（劇団あはひ制作）

	 松田和彦（東宝株式会社演劇担当付）

	 ※五十音順

今さら聞けない！舞台芸術と音楽の権利処理
～AI音源の普及・配信の増加・レコード演奏権の導入、権利の時代を生き抜くために～

第1部

舞台芸術の創作において欠かせない既存楽曲・原盤音源の使用を切り口に、これまで現場でどのように楽曲が選ばれ、作品表現に組み込まれて

きたのかを振り返りました。既存楽曲が持つ文脈や記憶が作品に与える影響、代替不可能な表現要素としての役割を確認し、新たな制度導入が

創作環境にどのような影響を与えるのかを多角的に議論。特に中小規模団体や若手への影響にも目を向け、さらに AI 時代における舞台での楽

曲使用の在り方について制度と創作の両立という視点から考える時間となりました。

進　行：	 伊藤達哉（JPASN常任理事・事務局長 / 有限会社ゴーチ・ブラザーズ代表取締役）

登壇者：	 坂田厚子（EPAD事務局長）

	 竹内桃子（「日本の演劇」未来プロジェクト事務局長 / Booster所属）

	 野村善文（SOIL事務局長 / 株式会社 PortPort 代表取締役）

	 綿江彰禅（一般社団法人芸術と創造代表理事）

	 ※五十音順

舞台芸術の未来をつくる4つの種
～EPAD・「日本の演劇」未来プロジェクト・SOIL・SEEDが描く連携のかたち～

第2部

JPASN が推進する 4 つの業界横断事業――EPAD、「日本の演劇」未来プロジェクト、SOIL、SEED を「4 つの種」として紹介。 

EPAD は舞台芸術の記憶を残す種、「日本の演劇」未来プロジェクトは現在を可視化する種、SOIL は海外へ踏み出す種、SEED は次世代を

育てる種として、それぞれの役割を共有。本会では、これらの種がどのように連携し芽吹いていくのかを紐解き、業界変革も念頭に新たな生態

系モデルを議論し、本質的価値・社会的価値・経済的価値の視点から、舞台芸術の持続可能な仕組みを展望しました。

日本舞台芸術ネットワーク
年次シンポジウム2025

舞台芸術の「今」を語り、
「これから」を描く

2026 年 1 月 30 日（金）

銀座松竹スクエア エントランス

松竹株式会社

イープラス｜ぴあ｜ローソンチケット

一般社団法人緊急事態舞台芸術ネットワーク

日 時

協 力

協 賛

会 場

概 要

主 催

舞台芸術おしごとナビ2025
2023年に始まり、これまで多くの方と舞台芸術のお仕事をつないできた「舞台芸術おしごとナビ」。3 年目となる今回は、
舞台芸術にとどまらず、ライブエンタテインメント業界全体を視野に、幅広い仕事と人材の出会いをつくることを目指し、
オンライン特設サイトでの会社紹介や説明会に加え、東京舞台芸術祭2025での「Performing Arts Base 2025」
や「舞台芸術おしごとナビ in 大阪・ OGIMACHI LINK ⇆」でのリアルイベントも開催しました。

2025 年 9 月 12 日～ 2026 年 1 月

特設サイトにてオンライン開催

26,324 名

日 時

来場者数

会 場概 要

オ ン ラ イ ン イ ベ ン ト

アミューズクリエイティブスタジオ、EPAD、ヴォートル、梅田芸術劇場、S-SIZE、オー
ベロン、オールスタッフ、金井大道具、キューブ、緊急事態舞台芸術ネットワーク、劇団四季、
劇団 BDP、神戸市民文化振興財団、ゴーチ・ブラザーズ、こまつ座、サンライズプロモーショ
ン大阪、シアターワークショップ、静岡県舞台芸術センター、松竹、スマイルステージ、東
京芸術劇場、特定ラジオマイク運用調整機構、としま未来文化財団、ニッセイ文化振興財団、
ネルケプランニング、博多座、パルコ、ピーエーシーウエスト、Booster、boxes、細野
かつら店、ホリプロ、マイド、明治座舞台、ロングランプランニング、ワタナベエンターテ
インメント

会社紹介ブース 参加企業【全 36 社】（五十音順）

会社説明会 参加事業者（五十音順）

オールスタッフ、金井大道具、劇団四季、神戸市民文化振興財団、シアターワークショップ、
静岡県舞台芸術センター、松竹、博多座、ホリプロ、ロングランプランニング、ワタナベエ
ンターテインメント

リ ア ル イ ベ ン ト

参加事業者（五十音順）
●会社説明会
金井大道具、劇団四季、シアターワークショップ、松竹、ホリプロ
●ブース出展（資料配布含む）
ヴォートル、金井大道具、劇団四季、神戸市民文化振興財団、 
こまつ座、シアターワークショップ、としま未来文化財団、ホリプロ
●資料配布
EPAD、S-SIZE、東京芸術劇場、特定ラジオマイク運用調整機構、 
ネルケプランニング、パルコ
●お仕事体験ワークショップ
金井大道具

2025 年 10 月 4 日～ 5 日

東京国際フォーラム ガラス棟 7F ラウンジ

58 名

期 間

来場者数

会 場概 要

Performing Arts Base 2025

参加事業者（五十音順）
●会社説明会・ラウンドテーブル 
梅田芸術劇場、金井大道具、シアターワークショップ、東京芸術劇場、 
ネルケプランニング、ピーエーシーウエスト、Booster
●資料配布
EPAD、ぴあ
●お仕事体験ワークショップ
金井大道具

2025 年 12 月 27 日～ 29 日

扇町ミュージアムキューブ

120 名

期 間

来場者数

会 場概 要

舞台芸術おしごとナビ in 大阪
OGIMACHI LINK⇆

関 連 事 業

32 33



「日本の演劇」未来プロジェクト2025 （五十音順）

事業運営委員	 伊藤達哉　金井勇一郎　小見太佳子　伊達なつめ　福井健策
事務局	 赤羽ひろみ　伊藤達哉　遠藤眞有美　大森千裕　鈴木拓　髙橋舞　高本彩恵　竹内桃子　成島秀和　日髙和美　吉田裕美

みらいジャーナル2025[冊子版]
編集	 成島秀和　河野桃子
ライター	 上村由紀子　丘田ミイ子　山﨑健太
撮影	 関信行　山田徳春　奥野敬太
デザイン	 渋木耀太（DINARYworks）

発行	 一般社団法人緊急事態舞台芸術ネットワーク
	 東京都港区北青山3-6-7 青山パラシオタワー11階
発行日	 2025年1月31日

※無断転載禁止

2021 年 7 月 1 日～ 2022 年 1 月 31 日
31 作品／ 320 ステージ
全国 20 地域
宮城県、千葉県、埼玉県、東京都、神奈川県、福井県、愛知県、滋賀県、京都府、大阪府、兵庫県、福岡県
240,552 名
アミューズ、ヴィレッヂ、梅田芸術劇場、エイベックス・エンタテインメント、キューブ、キョードーファクトリー、劇団四季、
松竹、新歌舞伎座、宝塚歌劇、東急文化村、東宝、ネルケプランニング、博多座、パルコ、ホリプロ、御園座、明治座

事業期間
公 演 数
上演地域

動 員 数
公演団体 
※五十音順

2021

事業期間
公 演 数
上演地域

動 員 数
公演団体 
※五十音順

2022 年 1 月 1 日～ 2023 年 1 月 31 日
30 作品／ 261 公演 ※一部公演中止に伴い、申請時より 10 公演減
上演地域	 全国 13 地域
宮城県、栃木県、群馬県、東京都、神奈川県、静岡県、愛知県、京都府、大阪府、兵庫県、福岡県、沖縄県
206,348 名
アミューズ、ヴィレッヂ、梅田芸術劇場、エイベックス・エンタテインメント、キューブ、キョードーファクトリー、劇団四季、
松竹、新歌舞伎座、宝塚歌劇、東急文化村、東宝、ネルケプランニング、博多座、パルコ、ホリプロ、御園座、明治座

2022

事業期間
公 演 数
上演地域

動 員 数
公演団体 
※五十音順

協力団体 
※五十音順

2023 年 4 月 1 日～ 2024 年 1 月 31 日
71 作品／ 374 公演
全国 28 地域
北海道、秋田県、宮城県、山形県、茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、新潟県、石川県、
岐阜県、愛知県、三重県、京都府、大阪府、兵庫県、奈良県、岡山県、広島県、山口県、高知県、福岡県、佐賀県、 
熊本県、沖縄県
304,670 名
アミューズ、ヴィレッヂ、梅田芸術劇場、エイベックス・ライヴ・クリエイティヴ、キューブ、キョードーファクトリー、 
劇団四季、こまつ座、サンライズプロモーション大阪、シーエイティプロデュース、シス・カンパニー、松竹、新歌舞伎座、 
宝塚歌劇、東急文化村、東宝、ネルケプランニング、博多座、パルコ、ホリプロ、御園座、明治座
アーツシード京 都、アイオーン、 石 井 光 三オフィス、INDEPENDENT、 江 原 河 畔 劇 場、 王 子 小 劇 場、オフィス鹿、 
オフィスプロジェクト M、柿喰う客、CAT-A-TAC、くちびるの会、劇団あおきりみかん、劇団あはひ、劇団かかし座、 
劇団 短距離男道ミサイル、劇団 山の手事情社、青年団／アゴラ企画、ダンスハウス黄金 4422、ネリム、precog、 
山本能楽堂、吉本興業、ラボチ、リコモーション、Level19

2023

2024 年 4 月 1 日～ 2024 年 12 月 31 日
17 作品／ 79 ステージ上演
上演地域	 全国 3 地域／ 10 都道府県
3 地域：北海道・東北、近畿、九州・沖縄
10 都道府県：北海道、⻘森県、岩⼿県、⼭形県、三重県、⼤阪府、兵庫県、福岡県、⿅児島県、熊本県
42,336 名
石井光三オフィス、エイベックス・ライヴ・クリエイティヴ、エーシーオー沖縄、江原河畔劇場、かかし座、キューブ、 
キョードーファクトリー、 ゴーチ・ブラ ザーズ、 新 歌 舞 伎 座、 博 多 座、 パ ルコ、マームとジプシー、MICHInoX、 
ヨーロッパ企画、燐光群

事業期間
公 演 数
上演地域

動 員 数
公演団体 
※五十音順

2024

日 本 舞 台 芸 術 ネット ワ ー ク

2020年2月26日の政府による突然の自粛要請を受け、相次いで中止・延期となった舞台公演による損失の実態
を把握すべく行った調査を契機に発足。ジャンルや団体規模を問わず、多種多様な舞台芸術関係者が参加する
形で活動を開始し、2021 年 9 月に法人化。現在では 260 を超える会員とともに、舞台芸術団体が持続的かつ
力強く発展していけるための情報プラットフォームとして活動している。舞台芸術を取り巻くさまざまな課題に業
界横断的に取り組み、その持続可能性と創造的発展を目指している。

JAPAN PERFORMING ARTS SOLIDARITY NETWORK 

理事

加藤真規（東急文化村）

金井勇一郎（金井大道具）

唐津絵理（愛知県芸術劇場）

北牧裕幸（キューブ）

熊井一記（神戸市民文化振興財団）

小見太佳子（アミューズ）

坂本もも（範宙遊泳、ロロ）

佐藤玄（PARCO）

徳永京子（演劇ジャーナリスト）

中井秀範（ワタナベエンターテインメント、

　　　　　日本音楽事業者協会）

仲村和生（ナッポスユナイテッド）

野上祥子（ネルケプランニング）

福澤諭志（STAGE DOCTOR、ONBEC）

船越直人（松竹）

細川展裕（劇団☆新感線、スマートリバー）

堀義貴（ホリプロ）

前田利昌（紀伊國屋ホール）

松田誠（日本 2.5 次元ミュージカル協会）

宮城聰（静岡県舞台芸術センター (SPAC)）

村田裕子（梅田芸術劇場）

山根成之（日本演劇興行協会）

渡辺ミキ（ワタナベエンターテインメント）

代表理事

池田篤郎（東宝）

野田秀樹（NODA・MAP）

吉田智誉樹（劇団四季）

常任理事

伊藤達哉（ゴーチ・ブラザーズ）

福井健策（骨董通り法律事務所）

代議員

金井大道具

紀伊國屋ホール

キューブ

劇団四季

骨董通り法律事務所

ゴーチ・ブラザーズ

松竹

東宝

ナッポスユナイテッド

ネルケプランニング

NODA・MAP

PARCO

ホリプロ

ワタナベエンターテインメント

顧問

高萩宏（世田谷パブリックシアター）

渡辺弘（岡山芸術創造劇場ハレノワ）

監事

三富樹子（デロイト トーマツ税理士法人）

（五十音順）

「日本の演劇」未来プロジェクト

実 施 概 要
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